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平
成
25
年
度
の
幼
稚
園
入
園
申

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象

①
平
成
19
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

20
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

市
内（
園
区
）に
住
民
登
録
し
て

い
る
幼
児

②
平
成
20
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

21
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

市
内（
園
区
）に
住
民
登
録
し
て

い
る
幼
児

※
た
だ
し
、
②
は
三
江
・
三
方
・

清
滝
幼
稚
園
を
除
く

※
五
荘
幼
稚
園
と
奈
佐
幼
稚
園
は

再
編
し
、（
仮
称
）五
荘
・
奈
佐

地
域
幼
稚
園
に
な
り
ま
す
。

※
八
条
・
港
東
・
港
西
幼
稚
園
は

市
立
認
定
こ
ど
も
園
に
な
り
ま

す
。
認
定
こ
ど
も
園
の
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

11
月
下
旬
に
各
家

庭
へ
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を

持
参
の
上
、
各
幼
稚
園
に
申
し

と
な
り
ま
す
。

▽
対
象　

保
護
者
の
労
働
や
病
気

な
ど
に
よ
り
、
家
庭
内
で
保
育

で
き
な
い
就
学
前
の
児
童

▽
申
込
方
法　

こ
ど
も
育
成
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
ま

た
は
市
内
各
保
育
園
で
配
布
す

る
申
込
書
類
に
記
入
の
上
、
い

ず
れ
か
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
30
日（
金
）〜

12
月
20
日（
木
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▽
入
所
決
定　

平
成
25
年
1
月
下

旬
に
面
接
、
3
月
上
旬
に
入
所

内
定
予
定

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

4
4
5
2
ま
た

は
各
保
育
園

　

平
成
25
年
4
月
か
ら
の
認
定
こ

ど
も
園
入
園
申
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と

保
育
園
の
役
割
を
併
せ
持
ち
、
小

学
校
就
学
前
の
児
童
に
対
す
る
保

育
や
教
育
、
保
護
者
に
対
す
る
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
提
供
す
る

施
設
で
す
。

　

平
成
25
年
4
月
に
八
条
認
定
こ

ど
も
園
お
よ
び
港
認
定
こ
ど
も
園

が
開
園
し
ま
す
。

▽
対
象

①
長
時
間
児（
保
育
園
児
）　

保
育

園
の
対
象
児
童
と
同
じ

②
短
時
間
児（
幼
稚
園
児
）　

園
区

に
住
民
登
録
し
て
お
り
、
入
園

対
象
年
齢
に
該
当
す
る
児
童

▽
申
込
方
法

①
こ
ど
も
育
成
課
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
市
内
各
保
育
園
、

ま
た
は
市
内
各
認
定
こ
ど
も
園

で
配
布
す
る
申
込
書
類
に
記
入

の
上
、
希
望
の
園
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

②
11
月
下
旬
に
各
家
庭
へ
案
内
文

書
を
郵
送
し
ま
す
。
入
園
を
希

望
の
方
は
、
希
望
の
園
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
30
日（
金
）〜

12
月
20
日（
木
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

4
4
5
2
ま
た

は
城
南
・
港
保
育
園
、
八
条
・

港
東
・
港
西
幼
稚
園
、
各
認
定

こ
ど
も
園

平
成
25
年
度
　
幼
稚
園
・
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
児
募
集

込
み
く
だ
さ
い
。

※
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
指
定
園

の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
30
日（
金
）〜

12
月
10
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
幼
保

支
援
係
☎
22

4
4
5
2
ま
た

は
各
市
立
幼
稚
園

※
近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学
附
属

幼
稚
園
の
入
園
は
直
接
、
園
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
4
月
か
ら
の
保
育
園

入
園
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

産
前
・
産
後
休
暇
明
け
、
育
児
休

業
復
帰
な
ど
に
よ
り
、
年
度
途
中

に
入
園
を
希
望
す
る
方
も
、
こ
の

機
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

児
童
で
あ
れ
ば
、
ど
の
地
域
の
保

育
園
で
も
申
し
込
め
ま
す
が
、
森

本
へ
き
地
保
育
園
は
、
竹
野
南
小

学
校
区
在
住
の
児
童
の
み
が
対
象

市
立
幼
稚
園

保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

〈保育園一覧〉
地域 保　育　園　名 対象年齢

豊岡
〔公立〕西・東保育園
〔私立〕豊陵保育園 ６カ月～就学前児童

〔私立〕みえ・チャイルドハウス保育園 ３カ月～就学前児童
竹野〔公立〕森本へき地保育園 ３歳～就学前児童

日高
〔私立〕八代・蓼川・蓼川第二・
　   　  静修・三方保育園 ６カ月～就学前児童
〔公設民営〕清滝・西気保育園

出石〔私立〕出石愛育園・小坂保育園 ４カ月～就学前児童

〈認定こども園一覧〉

認定こども園名
対象年齢

長時間児
（保育園児）

短時間児
（幼稚園児）

私立 城崎こども園

　６カ月～
就学前児童 ４・５歳児

（就学前２年
以内の児童）

こくふこども園

公立

八条認定こども園
港認定こども園
竹野認定こども園
合橋認定こども園
高橋認定こども園 11カ月～

就学前児童資母認定こども園
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市
民
会
館
で
は
、
利
用
者
の
安

全
安
心
を
確
保
し
、
よ
り
快
適
で

利
用
し
や
す
い
施
設
と
す
る
た
め
、

平
成
25
〜
26
年
度
に
か
け
て
、
会

館
棟
、
ホ
ー
ル
棟
、
お
よ
び
歩
道

橋
の
耐
震
補
強
工
事
と
、
併
せ
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
う
予
定

で
す
。
そ
れ
に
伴
い
工
事
期
間
中

は
休
館
と
な
り
ま
す
。

▽
休
館
期
間（
予
定
）

・
会
館
棟　

平
成
25
年
11
月
20
日

　

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、

放
課
後
留
守
家
庭
と
な
る
児
童
の

健
全
な
育
成
と
、
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

1
年
間
を
通
し
て
利
用
を
希
望

す
る
方
が
対
象
で
す
。
育
児
休
業

復
帰
な
ど
で
、
年
度
途
中
か
ら
の

利
用
を
希
望
す
る
方
も
こ
の
期
間

中
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
や
申

込
用
紙
な
ど
は
、
こ
ど
も
育
成
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
お
よ

び
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
置
い

て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
の
小
学
校
に
就
学

す
る
放
課
後
留
守
家
庭
児
童
。

受
け
入
れ
に
余
裕
が
あ
る
場
合

は
、
幼
稚
園
児（
認
定
こ
ど
も

園
の
幼
稚
園
児
と
平
成
24
年
度

以
降
、
2
年
制
保
育
と
な
っ
た

幼
稚
園
の
4
歳
児
は
除
く
）

▽
利
用
時
間　
午
後
6
時
30
分
ま
で

※
幼
稚
園
児
は
午
後
4
時
ま
で

▽
申
込
期
間　

11
月
26
日（
月
）〜

12
月
10
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

　

☎
29

0
0
5
3

（
水
）〜
平
成
26
年
3
月
31
日

（
月
）

・
ホ
ー
ル
棟　

平
成
26
年
1
月
20

日（
月
）〜
6
月
30
日（
月
）

　

現
在
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の

実
施
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
工
事
内
容
は
、
外
壁
の
全

面
補
修
、
会
館
棟
お
よ
び
ホ
ー
ル

棟
の
ト
イ
レ
・
窓
枠
改
修
、
会
議

室
お
よ
び
通
路
な
ど
の
床
面
張
替
、

ホ
ー
ル
楽
屋
改
修
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

何
か
と
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▽
新
装
オ
ー
プ
ン
予
定
日

・
会
館
棟　

平
成
26
年
4
月
2
日

（
水
）

・
ホ
ー
ル
棟　

平
成
26
年
7
月
2

日（
水
）

　

な
お
、
施
設
の
利
用
申
込
み
は
、

会
議
室
が
使
用
月
の
6
カ
月
前
か

ら
、
文
化
ホ
ー
ル
は
使
用
月
の
12

カ
月
前
か
ら
可
能
で
す
。

《
問
合
せ
》
市
民
会
館

　

☎
23

0
2
5
5

　

FAX 

24

0
9
5
2

市
民
会
館
耐
震
工
事
と

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う

休
館
の
お
知
ら
せ

▲放課後児童クラブの様子

平
成
25
年
度
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
者
募
集

〈放課後児童クラブ一覧〉
名　称 開設場所（予定） 名　称 開設場所（予定）

豊岡放課後児童クラブ 豊岡めぐみ幼稚園 竹野放課後児童クラブ 竹野小学校
豊岡第２放課後児童クラブ 豊岡ひかり幼稚園 府中放課後児童クラブ 府中小学校
八条放課後児童クラブ 八条認定こども園 日高放課後児童クラブ 日高小学校
八条第２放課後児童クラブ 八条小学校 日高第２放課後児童クラブ 日高幼稚園
三江放課後児童クラブ 三江幼稚園 静修放課後児童クラブ 静修小学校
田鶴野放課後児童クラブ 田鶴野小学校 三方放課後児童クラブ 三方小学校
五荘放課後児童クラブ 五荘幼稚園 弘道放課後児童クラブ 出石幼稚園
五荘第２放課後児童クラブ 旧五荘公民館 福住放課後児童クラブ 福住幼稚園
新田放課後児童クラブ 新田幼稚園 寺坂放課後児童クラブ 寺坂幼稚園
中筋放課後児童クラブ 中筋小学校 小坂放課後児童クラブ 小坂幼稚園
奈佐放課後児童クラブ 奈佐小学校 小野放課後児童クラブ 小野幼稚園
港西放課後児童クラブ 港西幼稚園 合橋放課後児童クラブ 合橋小学校
神美放課後児童クラブ 神美幼稚園 高橋放課後児童クラブ 高橋小学校
城崎放課後児童クラブ 城崎こども園 資母放課後児童クラブ 旧資母幼稚園
中竹野放課後児童クラブ 中竹野ふるさと館
※ただし、利用希望児童数により開設できない場合があります。
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今
年
も
間
も
な
く
雪
の
降
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
道
路

交
通
の
確
保
を
優
先
す
る
た
め
、
幹
線
道
路
や
歩
道
を
あ
ら
か
じ
め

除
雪
路
線
と
定
め
、
積
雪
深
が
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
と

早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

道
路
の
除
雪
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
！

■
生
活
道
路
や
家
周
辺
の
除
雪

　

除
雪
路
線
以
外
の
生
活
道
路
や

家
周
辺
は
、
地
域
、
近
隣
の
皆
さ

ん
で
協
力
し
て
除
雪
し
て
く
だ
さ

い
。

■
道
路
へ
の
排
雪
禁
止

　

家
周
辺
の
雪
を
道
路
へ
捨
て
る

と
、
交
通
の
妨
げ
と
な
り
危
険
で

す
の
で
、
道
路
へ
雪
を
捨
て
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
も
道

路
交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
路
上
駐
車
の
禁
止

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
路
上
駐
車
が
あ

る
場
合
、
車
両
を
傷
付
け
る
危
険

性
が
高
い
た
め
、
そ
の
路
線
の
除

雪
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
除
雪
作
業
の
進
行
が
遅
れ
る
原

因
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
側
に
置
か
れ
て
い

る
植
木
鉢
や
ご
み
箱
、
看
板
な
ど

は
、
除
雪
作
業
で
破
損
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
撤
去
し
て
く

だ
さ
い
。

■
目
印
ポ
ー
ル
な
ど
の
設
置

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
路
上

か
ら
撤
去
し
た
り
移
動
で
き
な
い

工
作
物
は
、
積
雪
時
に
も
位
置
が

分
か
る
よ
う
、
目
印
と
な
る
ポ
ー

ル
や
看
板
な
ど
を
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

■
排
雪
場
所（
豊
岡
地
域
の
み
）

　

雪
は
、
必
ず
次
の
2
カ
所
に
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

①
市
役
所
城
南
町
仮
庁
舎（
豊
岡

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）付
近「
あ

や
め
橋
付
近
排
雪
場
」（
4
ト
ン

車
ま
で
の
小
型
車
の
み
）

②
堀
川
橋
東
詰
付
近「
六
方
排
水

機
場
前
河
川
敷
排
雪
場
」

Q　

除
雪
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の

費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
の
？

A　

昨
年
度
は
30
年
ぶ
り
の
豪

雪
で
、
除
雪
作
業
費
用
は
約

4
億
5
千
万
円
で
し
た
。

　
　

市
が
1
日
で
除
雪
作
業
を
行

う
距
離
は
、
約
7
3
0
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
こ
れ
は
豊
岡
市

か
ら
岩
手
県
花
巻
市
ま
で
の
直

線
距
離
に
相
当
し
ま
す
。
こ
れ

ほ
ど
長
大
な
除
雪
路
線
を
、
市

と
委
託
業
者
の
除
雪
機
械
約

1
6
0
台
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

Q　

除
雪
作
業
を
行
う
条
件
は
？

A　

市
で
は
、
12
月
1
日
か
ら
3

月
31
日
ま
で
を
除
雪
期
間
と
定

め
て
い
ま
す
。
積
雪
深
が
15
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
と

除
雪
作
業
を
開
始
し
、
一
部
の

地
域
を
除
き
、
お
お
む
ね
午
前

8
時
30
分
ま
で
に
作
業
を
終
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Q　

除
雪
作
業
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が

A　

な
る
べ
く
早
く
除
雪
作
業
を

終
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、

市
内
各
地
の
積
雪
の
状
況
や
路

上
駐
車
な
ど
の
影
響
で
、
や
む

を
得
ず
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
　

ま
た
、
断
続
的
に
雪
が
降
っ

て
い
る
場
合
は
、
再
度
の
除
雪

が
必
要
と
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

Q　

道
路
除
雪
に
よ
っ
て
玄
関
前

に
雪
の
塊
が
で
き
て
困
る
！

A　

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
道
路
交
通
の
確

保
を
最
優
先
に
除
雪
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
と
お
願
い

皆
さ
ん
の
協
力
を
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

除
雪
作
業
Q
&
A

▲幹線道路の除雪をす
る除雪車

▲幹線道路の除雪をす
るロータリー車

▲幹線道路の除雪をす
る除雪車

▲除雪作業の妨げとなる路
上駐車

※
除
雪
作
業
に
関
す
る
問
合

せ
は
、
各
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
建
設
課

　

☎
23

1
1
1
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課

《
国
道
・
県
道
に
関
す
る
問
合
せ
》

　

但
馬
県
民
局
豊
岡
土
木
事
務
所

道
路
保
全
課
☎
26

3
7
5
3
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校
歌
の
中
に
は
、
学
校
の
歴

史
、
校
訓
な
ど
と
と
も
に
、
山
や

川
、
田
園
な
ど
、
地
域
が
大
切
に

し
て
い
る
多
く
の
風
景
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
校
歌
を
歌
う
こ

と
で
、
普
段
見
る
山
や
川
が
特
別

な
も
の
と
な
り
、
地
域
自
慢
の
風

景
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識

で
き
ま
す
。
校
歌
に
謳う
た

わ
れ
て
い

る
山
や
川
な
ど
の
風
景
は
、
人
々

の
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
記
憶
で

あ
り
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
風
景

で
す
。

《
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
暮
ら
す風

景
》

　

円
山
川
と
出
石
川
が
合
流
す
る

　
「
豊
岡
ら
し
い
風
景
」は
、
①
景

観
の
基
盤
と
な
る
地
形
風
土
②
景

観
を
形
づ
く
る
暮
ら
し
と
生な
り

業わ
い

③

景
観
の
意
味
を
伝
え
る
記
憶
や
物

語 

｜

の
三
つ
の
見
方
か
ら
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
景
観
の
意
味
を
伝
え

る
記
憶
や
物
語
を
掲
載
し
ま
す
。

　

景
観
は
、
基
盤
と
な
る「
地
形

的
、
自
然
的
要
素
」と
、
人
々
が

そ
の
中
で
暮
ら
し
築
い
て
き
た
歴

史
や
伝
統
、
文
化
、
生
業
な
ど
の

「
生
活
的
要
素
」が
、
密
接
に
関
わ

り
な
が
ら
重
層
的
に
形
づ
く
ら
れ

る
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を「
豊

岡
、
風
景
の
も
の
が
た
り
」と
し

て
捉
え
、
私
た
ち
の
記
憶
に
残
る

豊
岡
ら
し
い
風
景
を
、
み
ん
な
の

資
産
と
し
て
大
切
に
守
り
育
て
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
神
話
か
ら
み
る風

景
の
成
り
立
ち
》

　

豊
岡
の
地
形
の
成
り
立
ち
を
説

明
す
る「
天あ
め
の
ひ
ぼ
こ

日
槍
の
国
開
き
伝
説
」

は
有
名
で
す
。
天
日
槍
が
村
人
た

ち
の
協
力
の
も
と
、
長
い
年
月
を

か
け
瀬
戸
の
大
岩
を
切
り
開
い
て

水
を
海
へ
流
し
出
す
と
、
大
地
が

顔
を
出
し
、
今
の
豊
岡
が
形
づ
く

ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
小
学
校
の
校
歌
に
み
る
風
景
》

豊
岡
盆
地
の
南
端
付
近
か
ら
河
口

ま
で
の
約
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、

勾
配
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
低
湿

地
状
の
土
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。

湿
地
で
餌
を
採
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

生
息
に
も
適
し
た
環
境
が
生
み
出

さ
れ
、
か
つ
て
人
々
は
但
馬
牛
や

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
と
と

も
に
悠
然
と
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
水
田
や

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」な
ど
の

環
境
創
造
型
農
業
が
進
め
ら
れ
、

田
ん
ぼ
に
は
ト
ン
ボ
や
ド
ジ
ョ
ウ

な
ど
多
様
な
生
き
物
が
生
息
し
、

か
つ
て
の
よ
う
に
自
然
と
共
生
す

る
人
々
の
暮
ら
し
や
田
園
の
中
で

子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
風
景
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

《
地
域
の
風
土
を
支
え
る
歴
史
・

伝
統
・
文
化
の
風
景
》

　

豊
岡
の
各
地
に
は
祭
り
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
伝
統
行
事
が
多
く
残
っ

て
お
り
、
先
人
か
ら
引
き
継
が
れ

現
在
も
な
お
地
域
の
生
活
の
一
部

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
り

ま
す
。
本
市
の
祭
り
は
、
特
産「
杞

柳
・
か
ば
ん
産
業
」の
守
護
神
で

あ
る
柳
の
宮
の
ま
つ
り
、
城
崎
温

泉
の
だ
ん
じ
り
祭
り
、
江
戸
時
代

の
参
勤
交
代
の
様
子
を
伝
え
る
出

石
お
城
ま
つ
り
な
ど
が
有
名
で
す
。

ま
た
、
長
さ
約
1
・
5
メ
ー
ト
ル

の
大
わ
ら
じ
と
大
ぞ
う
り
が
神
木

に
神
の
履
物
と
し
て
奉
納
さ
れ
、

無
病
息
災
を
願
う
日
高
町
田た

ノの

口く
ち

の「
賽さ
い

の
神
ま
つ
り
」や
、
但
東
町

赤あ
か

野の

の「
太た

刀ち

振
り
」な
ど
、
各
区

独
特
の
行
事
が
多
く
継
承
さ
れ
て

お
り
、
行
事
当
日
は
古
来
か
ら
伝

わ
る
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

◆
次
回（
1
月
25
日
号
）は
、「
風
景

づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
」

を
掲
載
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
宝
物「
地
域
固
有
の
素
晴
ら
し

い
風
景
」を
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

豊
岡
の
景
観
に
つ
い
て
、
隔
月
で
掲
載
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
景
観
政
策
係
☎
23

－

1
7
1
2

景
観
の
意
味
を
伝
え
る

記
憶
や
物
語

〜
人
々
の
記
憶
に
残
る
風
景
〜

景
観
シ
リ
ー
ズ
4

  
豊
岡
の
風
景
の
見
方
③
〜
景
観
の
意
味
を
伝
え
る
記
憶
や
物
語
〜

▲幻想的な但馬冨士（三開山）

▲多様な生きものが生き生き暮らす風景

▲太刀振り（但東町赤野）

▲円山川の朝霧に幾重にも重なる山並み
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運
動
は
何
歳
か
ら
始
め
て
も
遅

く
あ
り
ま
せ
ん
。
効
果
を
出
す
た

め
に
は
正
し
い
方
法
で
行
う
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
で
は
、

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

※
次
回
の
教
室
参
加
者
募
集
は
、

平
成
25
年
2
月
の
予
定
で
す
。

第8号　　　　　　　　　　　　　　　　　健　康　か　わ　ら　版　　　　　　　　　　　　　　平成24年11月25日

健
康
か
わ
ら
版

　

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
は
、

65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
運
動
教

室
で
す
。
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

で
、
ス
タ
ジ
オ
・
プ
ー
ル
・
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
活
用
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
行
い
ま
す
。

◆
仲
間
と
楽
し
く
!

　

週
1
回
、
小
グ
ル
ー
プ
制
で
行

う
、
初
心
者
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
で

す
。
仲
間
と
楽
し
く
運
動
で
き
、

皆
さ
ん
、
笑
顔
が
印
象
的
で
す
。

◆
参
加
者
の
効
果

〈
平
成
23
年
度
参
加
者
〉

○
筋
肉
率
の
維
持
・
改
善
率

　

60
・
5
%（
参
加
者
数
に
対
し

て
）※
最
大
で
6
・
8
%
の
改
善

○
体
脂
肪
率
の
維
持
・
改
善
率

　

57
・
9
%（
参
加
者
数
に
対
し

て
）※
最
大
で
13
・
1
%
の
改
善

　

簡
単
な
体
力
測
定
や
筋
肉
率
な

ど
の
体
組
成
測
定
を
行
い
ま
す
。

　

運
動
相
談
で
は
、

自
宅
で
で
き
る
個
別

の
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を

提
案
し
ま
す
。

▽
開
催
日　

12
月
1
日（
土
）午
前

　

10
時
〜
午
後
8
時（
予
約
制
）

▽
料
金　

無
料

▽
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

▽
定
員　

50
人

▽
会
場　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

▽
申
込
み　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊

　

岡
総
合
受
付
窓
口

　

☎
24

0
5
8
2

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
運
動
を
始
め

る
き
っ
か
け
と
し
て
開
始
し
た
笑

顔
あ
ふ
れ
る
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ「
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」は
、
貯
め
た

ポ
イ
ン
ト
で
、
小
・
中
学
校
な
ど

へ
の
寄
付
ま
た
は
温
泉
施
設
の
利

用
券
な
ど
への
交
換
が
で
き
ま
す
。

小
・
中
学
校
な
ど
へ
の
寄
付

　

小
・
中
学
校
な
ど
へ
の
寄
付
を

希
望
す
る
方
は
、
12
月
28
日
ま
で

に
健
康
増
進
課
、
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
、
ま
た
は
参
加
申
込
書

を
提
出
し
た
学
校
な
ど
に
実
践
手

帳
を
添
え
て
申
請
す
る
と
、
本
年

度
中
に
、
寄
付
金
が
小
・
中
学
校

な
ど
に
送
ら
れ
ま
す（
1
月
以
降

の
申
請
は
、翌
年
度
に
な
り
ま
す
）。

　

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
が
社
会

貢
献
と
な
り
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
で
き

ま
す
。

温
泉
利
用
券
な
ど
へ
の
交
換

　

温
泉
施
設
な
ど
の
利
用
券
を
希

望
す
る
方
は
、
必
要
と
な
る
交
換

レ
ー
ト
に
達
し
た
と
き
に
実
践
手

帳
を
添
え
て
申
請
す
る
と
、
利
用

券
に
交
換
で
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
、

温
泉
入
浴
券
や
運
動
施
設
の
利
用

券
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

へ
の
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
の
仕
方
や
実
践
手
帳
の
記

入
方
法
な
ど
、
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
目
標
達

成
、
健
康
づ
く
り

に
つ
な
が
る
事
業

に
参
加
し
て
、
楽
し
く
、
賢
く
、

健
康
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
ま
し
ょ
う
。

《
健
康
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
問
合
せ
》

　

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

☎
24

1
1
2
7　

　

市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
情
報
や
取
組
み
を
12
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

健
康
ポ
イ
ン
ト
の

交
換
を
始
め
よ
う
！

〜
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
〜

日
々
の
成
果
を
チ
ェッ
ク
！

「
体
力
測
定
・
運
動
相
談
」

65
歳
か
ら
の
運
動
教
室

「
は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」

▲筋トレマシン（エアロバイク）を活用

▲円になり、ストレッチをする

▲寄付金で大縄跳び用の縄を購入（日高小学校）
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◆
一
般
の
部

ま
だ
働
け
る
人
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
す　
　
　
　
　
　
（
西
村
光
生
）

新
天
地
も
ち
ろ
ん
庭
木
も
連
れ
て

行
く　
　
　
　
　
　
　
（
紫
敷
布
）

捨
て
た
ゴ
ミ
勿
体
無
い
と
拾
う
母

　
　
　
　
　
　
（
信
原　

聡
）

お
ば
ち
ゃ
ん
は
ケ
チ
や
な
い
で
ロ

ハ
ス
や
で　
（
旅
の
も
の
ナ
ス
ビ
）

も
っ
た
い
な
い
も
っ
た
い
な
い
の

年
に
な
り
母
想
う　
（
橋
本
広
子
）

マ
イ
カ
ッ
プ
地
味
な
職
場
の
色
彩

美　
　
　
　
　
　
（
長
谷
川　

隆
）

オ
レ
の
腹
も
っ
た
い
な
い
が
詰

ま
っ
て
る　
　
　
（
長
谷
川
輝
之
）

母
か
ら
も
よ
く
云
わ
れ
た
な
こ
の

こ
と
ば　
　
　
　
　
（
初
田
稜
二
）

あ
の
世
か
ら
も
っ
た
い
な
い
と
祖

父
が
言
い　
　
　
　
（
花
岡
宏
明
）

逆
輸
入
も
っ
た
い
な
い
が
見
直
さ

れ　
　
　
　
　
　
（
花
岡
由
紀
子
）

も
っ
た
い
な
い
何
を
今
さ
ら
あ
た

り
ま
え　
　
　
　
　
（
花
房　

豊
）

大
根
は
も
っ
た
い
な
い
と
し
っ
ぽ

ま
で　
　
　
　
　
　
　
　
（
霞
舟
）

も
っ
た
い
な
い
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

敷
か
ぬ
屋
根　
　
　
（
林　

善
隣
）

野
菜
ク
ズ
も
っ
た
い
な
い
と
堆
肥

に
し　
　
　
　
　
　
（
原
田
弘
一
）

見
つ
め
よ
う
今
の
暮
ら
し
の
あ
り

が
た
さ　
　
　
　
　
　
　
（
あ
き
）

冷
蔵
庫
奥
に
ミ
イ
ラ
の
皿
が
住
み

（
原
茂
敬
浩
）

ゴ
ミ
置
き
場
ま
だ
使
え
る
の
声
が

す
る　
　
　
　
　
（
樋
口
真
由
美
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

キ
ャ
ッ
プ
を
ね
鉛
筆
に
つ
け
る
と

輝
く
よ　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

買
っ
た
だ
け
欲
し
か
っ
た
だ
け

も
っ
た
い
な
い　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
使
わ
ず
す
む
よ
う

使
い
き
ろ
う　
　
　
（
中
山
彩
香
）

安
い
か
ら
と
大
量
買
い
は
ほ
ど
ほ

ど
に　
　
　
　
　
　
（
成
田
綾
香
）

も
っ
た
い
な
い
い
つ
し
か
祖
父
の

口
ぐ
せ
に　
　
　
　
（
成
田
里
菜
）

も
っ
た
い
な
い
ケ
チ
で
は
な
い
よ

エ
コ
な
だ
け　
　
　
（
二
位
雪
奈
）

さ
い
ご
ま
で
使
え
な
い
芯
捨
て
る

だ
け　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
ロ
ン
）

小
さ
な
努
力
毎
日
す
れ
ば
大
き
く

な
る　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

片
付
け
ず
次
々
買
う
の
は
も
っ
た

い
な
い　
　
　
　
　
（
西
岡
郁
香
）

冷
蔵
庫
我
が
家
に
来
て
か
ら
20
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

あ
り
が
と
う
い
え
な
い
あ
な
た

も
っ
た
い
な
い　
（
顔
！！
ま
る
！！
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳
応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

　

認
知
症
は
、
家
族
だ
け
で
介
護

す
る
こ
と
が
難
し
い
病
気
で
す
。

そ
の
た
め
、
親
戚
・
友
人
・
近
隣

の
方
な
ど
に
症
状
や
日
常
生
活
の

様
子
を
伝
え
、
援
助
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
族
が
認
知
症
に
な
る
と
、
責

任
感
の
強
い
方
ほ
ど
誰
に
も
言
わ

ず
抱
え
込
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
は
長
期
的
な

介
護
が
必
要
で
、
介
護
の
方
法
に

よ
り
妄
想
、
幻
覚
、
徘
徊
と
い
っ

た
行
動
・
心
理
症
状
を
増
強
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
だ
け
で
担に
な

お
う
と
せ
ず
、

医
師
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

積
極
的
に
医
療
や
福
祉
の
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
、
地
域
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

 

適
切
な
医
療
の
提
供

●
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で

の
鑑
別
診
断　
　

　

認
知
症
か
ど
う
か
の
鑑
別
を
行

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る
巡

　

回
相
談（
予
約
制
）

 

専
門
的
な
ケ
ア
の
提
供

●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

本
人
の
生
き
が
い
や
家
族
の
介

護
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
、
本
人

の
状
態
に
あ
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
お
話

　

④
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
?

　

市
で
は
医
療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
地
域
の
支
援
機
関

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
、で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、ま
ず
、認
知
症
に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
記
事
を
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9

認
知
症
の
介
護
を

　

家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い

《各地域包括支援センター》
センター名 住所 電話

豊岡地域包括支援センター 立野町12-12 24-2409
城崎・竹野地域包括支援センター 城崎町湯島625-9 32-4599
城崎・竹野地域包括支援センター　竹野分室 竹野町須谷1478 47-1425
日高地域包括支援センター 日高町祢布891-2 42-0158
出石・但東地域包括支援センター 出石町福住1302 52-7015
出石・但東地域包括支援センター　但東分室 但東町出合433-1 54-0515

《相談日時・場所》
日時 場所

12月５日（水） 城崎健康福
祉センター

平成25年
３月13日（水）

総 合 健 康
ゾーン健康
福祉施設

※時間は午後１時30分～
※予約制。各地域包括支援セ
ンターに相談してください。

地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
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し
た
方

　

翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
紛
失
な

ど
の
照
会
先（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
照
会
用
電
話
番
号

　

0
5
7
0

0
7
0

1
1
7

・
I
P
電
話

　

03

6
7
0
0

1
1
3
0

▽
受
付
期
間　

平
成
25
年
3
月
15

日（
金
）ま
で

Q
　
社
会
保
険
料
控
除
と
は
何
で

す
か
?

A　

自
身
の
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
、
国
民
健
康
保
険
、
健
康

保
険
・
厚
生
年
金
保
険
な
ど
）

を
納
め
た
と
き
や
、
配
偶
者
や

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
民
税
な
ど

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
年
末
調
整
ま
た
は
確
定

申
告
を
す
る
と
き
に「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」（
は
が
き
）を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
被
保
険
者
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
も
、
そ
の
全
額

が
納
付
し
た
方
の
社
会
保
険
料
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
。
自
身
の
社

会
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
家

族
分
の
控
除
証
明
書
も
必
要
で
す
。

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
届

く
時
期

○
1
〜
9
月
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
方

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
1
年
間

に
納
付（
納
付
書
の
期
限
納
付
と

口
座
引
落
は
予
定
分
を
含
む
）し

た
額
を
証
明
し
た
も
の
が
、
毎
年

11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
10
〜
12
月
ま
で
の
間
に
今
年
初

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
12
月
8
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
12
月
3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17

日（
月
）・
25
日（
火
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

子
な
ど
の
負
担
す
べ
き
社
会
保

険
料
を
納
め
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
所
得
控
除
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
申
告
で
き
る
金
額
は
、

今
年
中
に
納
め
た
額
で
す
。

　
　

な
お
、
年
末
調
整
の
申
告
で
、

　

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
社
会

保
険
料（
健
康
保
険
・
厚
生
年

金
保
険
な
ど
）は
、
事
業
所
で

一
括
し
て
計
算
し
ま
す
の
で
、

自
身
が
申
告
書
に
記
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
所
が

把
握
で
き
な
い
、
自
身
が
納

め
た
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
等
）を
申
告
書

に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
　
10
月
1
日
以
降
に
控
除
証
明

書
の
証
明
欄
に
あ
る「
納
付
済

額
」や「
見
込
額
」以
上
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
た
と
き
は
、

ど
の
よ
う
に
申
告
す
れ
ば
い
い

で
す
か
?

A　

12
月
31
日
ま
で
に
納
め
た
保

険
料
は
、
今
年
の
申
告（
控
除
）

の
対
象
で
す
の
で
、
控
除
証
明

書
の「
納
付
済
額
」（「
見
込
額
」

が
あ
る
場
合

は
、
合
計

額
）に
追
加

で
納
め
た
保

険
料
額
を
合

算
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
の

際
は
、
11
月

に
届
い
た
控

除
証
明
書
と

追
加
で
納
め

た
保
険
料
の
領
収
証
書
な
ど
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
領
収
証
書
を
紛
失
し

た
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
を
利
用
し
て
納
め
た
方

は
、
控
除
証
明
書
の
証
明
日
以

降
に
納
め
た
保
険
料
を
反
映
さ

せ
て
再
発
行
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
の
で
、
上
記
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連

絡
か
ら
お
お
む
ね
1
週
間
程
度

で
直
近
の
納
付
実
績
に
基
づ
い

た
控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す
。

Q
　
納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
が
納
付

書
が
見
あ
た
ら
な
い
。
ど
う
す

れ
ば
い
い
で
す
か
?

A　

納
付
書
の
再
発
行
は
豊
岡
年

金
事
務
所
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

納
付
期
限
か
ら
2
年
以
内
で
あ

れ
ば
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
保
険
料
の
免
除
等
の
承
認
を

受
け
て
い
る
期
間
や
後
納
制
度

を
利
用
し
た
場
合
は
、
過
去
10

年
前
ま
で
納
付
可
能
で
す
）。

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の

よ
く
あ
る
質
問

曜日 時間

月 　午前８時30分
　　　　～午後７時

火～金 　午前８時30分　　～午後５時15分

第２土 　午前９時30分　　　　～午後４時
※祝日、12月29日（土）～1月３日
（木）を除く
※月曜日が祝日の場合、翌日に時
間延長
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11
月
21
日
か
ら
太
陽
が
沈
ま

な
い
白
夜
に
な
り
ま
し
た
。

　

白
夜
前
の
1
カ
月
間
は
、
夜

に
な
っ
て
も
真
っ
暗
に
な
る
時

間
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
全
体
的

に
薄
明
る
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
オ
ー
ロ
ラ

を
見
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
の

オ
ー
ロ
ラ
観
察（
10
月
14
日
）で
、

今
ま
で
に
な
い
一
番
色
付
い
た

オ
ー
ロ
ラ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
ん
な
感
動
的
な

オ
ー
ロ
ラ
は
め
っ
た
に
な
い
そ

う
で
、
良
い
思
い
出
に
な
り
そ

う
で
す
。

　

昨
年
11
月
25
日
に
日
本
を
出
発

し
、
ち
ょ
う
ど
1
年
が
経
ち
ま
し

た
。
来
月（
12
月
中
旬
）に
は
、
第

54
次
隊
が
昭
和
基
地
に
到
着
し
ま

す
。
今
は
自
分
の
業
務
以
外
に
、

全
員
が
協
力
し
て
、
第
54
次
隊
受

入
れ
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
い
ま

さ
ら
な
が
ら
、
第
52
次
隊
の
あ
り

が
た
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑪
最
後
の
オ
ー
ロ
ラ

か
ら
は
、
短
い
南
極
の
夏
に
向
け
、

遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務

が
山
積
み
で
す
。
し
ば
ら
く
体
力

勝
負
に
な
り
そ
う
で
す
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

̶

U
V
印
刷
と
は
ど
の
よ
う
な
技

術
で
す
か
？

　

通
常
印
刷
で
は
、
紙
を
乾
か
す

工
程
で
、
Vブイ
オ
ー
シ
ー

O
C
と
い
う
大
気
汚

染
物
質
が
放
出
さ
れ
ま
す
。
U
V

印
刷
は
、
紫
外
線
で
イ
ン
ク
を
硬

化
さ
せ
ま
す
の
で
、
乾
か
す
工
程

が
な
く
な
り
、
大
気
を
汚
染
し
ま

せ
ん
。

̶

F
S
C
認
証
紙
と
は
、
ど
の
よ

う
な
紙
で
す
か
？

　

F
S
C
と
は
、
森
林
管
理
協
議

会
と
い
う
森
林
の
維
持
管
理
を
目

的
と
し
た
国
際
機
関
で
す
。
こ
の

マ
ー
ク
の
入
っ
て
い
る
紙
は
、
む

や
み
に
伐
採
さ
れ
た
木
で
は
な
く

「
適
切
に
管
理
さ
れ
た
森
林
」か
ら

伐
採
さ
れ
た
木
で
作
ら
れ
て
い
る

̶

環
境
対
応
型
印
刷
技
術「
エ
コ

プ
リ
」と
は
？

　

水
な
し
印
刷
、
Uユー
ブ
イV
印
刷
、

Fエフ
エ
ス
シ
ー

S
C
認
証
紙
、
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ

ン
キ
の
四
つ
の
環
境
技
術
・
素
材

を
組
み
合
わ
せ
て
、
環
境
に
優
し

い
印
刷
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
こ
と

を
、
当
社
で「
エ
コ
プ
リ
」と
名
付

け
ま
し
た
。

̶

水
な
し
印
刷
と
は
ど
の
よ
う
な

技
術
で
す
か
？

　

通
常
印
刷
で
は
、
イ
ン
キ
と
水

を
使
用
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

印
刷
方
法
で
は
、
水
の
代
わ
り
に

シ
リ
コ
ン
加
工
し
た
版
を
使
用
し

ま
す
の
で
、
廃
水
を
出
さ
ず
、
環

境
に
負
荷
を
か
け
ま
せ
ん
。

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株
式
会
社
北
星
社（
上
佐
野
）

̶

環
境
対
応
型
印
刷
技
術「
エ
コ
プ
リ
」̶

企業紹介

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

̶

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

再
生
産
可
能
な
植
物
性
の
油
や

廃
食
用
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
再

生
油
を
、
一
定
の
基
準
量
以
上
含

有
し
た
イ
ン
キ
の
こ
と
で
す
。
現

在
の
印
刷
業
界
で
は
一
般
的
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
、
当

社
も
採
用
し
て
い
ま
す
。

̶
印
刷
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

水
を
使
用
し
た
印
刷
は
難
し
く
、

技
術
者
の
養
成
に
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
が
、
水
な
し
印
刷
は
短
期

間
で
技
術
者
の
育
成
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
U
V
印
刷
を
使
え
ば
、
自

然
乾
燥
さ
せ
る
時
間
が
い
ら
な
い

の
で
、
早
い
納
期
に
も
対
応
で
き

ま
す
。

̶

今
後
の
展
開
は
？

　

環
境
に
良
い
商
品
で
あ
る
こ
と

を
付
加
価
値
と
し
て
Pピーア
ー
ルR
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
印
刷
は
通
常
、

乾
燥
な
ど
に
Lエル
ピ
ーP
ガ
ス
を
消
費
し

ま
す
の
で
、
今
後
は
省
エ
ネ
化
も

検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
市
産
業
技
術
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
テ
ク
ナ
ビ
豊
岡
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://tech-navi.city.
toyooka.lg.jp/

▲感動的なオーロラ

▲水なし印刷

▲FSC認証紙

▲ベジタブルインキ

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

1
5
1
5

○25



〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国

大
会
実
行
委
員
会
は
、
大
会
参
加

者
の
中
か
ら
抽
選
で「
地
元
名
物

ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
豊
岡
プ
レ
ミ

ア
ム
ツ
ア
ー
」へ
招
待
す
る
企
画

を
今
年
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

10
月
の
ツ
ア
ー
に
は
6
組
13
人

が
参
加
。
ガ
イ
ド
の
案
内
の
も
と
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
、
城
下
町
出

石
や
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
を

歩
き
、神
鍋
溶
岩
流
ツ
ア
ー
、ジ
オ

カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
、
豊
岡
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 　

市
議
会
の
同
意
を
得
て
、
牧ま

き

井い

清き
よ

子こ

さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
元
名
物
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る

豊
岡
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」を
実
施

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

11
月
9
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、

姉
妹
都
市
・
真
田
の
里
で
あ
る
上

田
市
を
訪
問
す
る
豊
岡
市
民
ツ
ア

ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
上
田
藩
主
仙
石
氏

が
出
石
へ
、
出
石
藩
主
松
平
氏
が

上
田
へ
の
お
国
替
え
が
縁
で
、
昭

和
54
年
に
旧
出
石
町
が
姉
妹
都
市

提
携
を
結
び
、
新
豊
岡
市
も
再
調

印
し
ま
し
た
。 

　

上
田
市
は
、
毎
年
、
出
石
お
城

ま
つ
り
に
来
訪
さ
れ
、
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
に
は
、
56
人
が
参
加
。

初
日
別
所
温
泉
に
宿
を
取
り
、
2

日
目
は「
上
田
城
け
や
き
並
木
紅

葉
ま
つ
り
」会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

母も

袋た
い

創そ
う

一い
ち

上
田
市
長
の
熱
烈
な

歓
迎
を
受
け
る
な
ど
、
ツ
ア
ー
一

行
は
、
2
日
間
を
堪
能
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市「
上
田
市
」を
訪
ね
る

「
豊
岡
市
民
ツ
ア
ー
」を
開
催▲上田市ボランティアガイドから説明

を聞くツアー参加者

【
10
月
】

19
日
・
地
域
主
体
の
公
共
交
通「
チ

ク
タ
ク
」予
約
シ
ス
テ
ム

試
験
導
入
開
始

　
　

・
台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
事

業（
〜
21
日
、
28
日
）

27
日
・
第
21
回
全
国
中
学
新
人
競

漕
大
会（
〜
28
日
）

31
日
・
環
境
経
済
に
関
す
る
連
携

協
定
を
但
馬
信
用
金
庫
と

締
結

　
　

・
市
と
豊
岡
南
・
豊
岡
北
警

察
署
が
暴
力
団
排
除
に
関

す
る
合
意
書
を
締
結

　
　

・
竹
野
浜
潮
風
浴
歩あ

る

キ
ン
グ

コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン

【
11
月
】

5
日
・「
津
居
山
か
に
」白
色
タ
グ

贈
呈

　

11
月
13
日
、
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
会
役
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

議
長
に
芝
地
邦
彦
さ
ん
、
副
議

長
に
升
田
勝
義
さ
ん
、
議
会
選
出

の
監
査
委
員
に
福
田
嗣つ

ぐ

久ひ
さ

さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

　

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

で
す
。

■
常
任
委
員
会

【
企
画
総
務
委
員
会
】

◎
岡お

か

谷や

邦く
に

人ひ
と　

○
安
治
川
敏
明

【
市
民
福
祉
委
員
会
】

◎
伊
藤　

仁ひ
と
し　

○
峰
高
正
行

【
文
教
委
員
会
】

◎
古ふ

る

池ち

信
幸　

○
嶋し

ま

﨑ざ
き

宏
之

【
建
設
経
済
委
員
会
】

◎
野
口
逸い

つ

敏と
し　

○
井
上
正ま

さ

治は
る

■
特
別
委
員
会

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

◎
広
川
善よ

し

徳の
り　

○
関か

ん

貫ぬ
き

久く

仁に

郎お

【
交
通
網
問
題
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
奥
村
忠
俊　

○
岡　

満
夫

【
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
田
中
君
代　

○
村
岡
峰
男

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

◎
門か

ど

間ま

雄た
け

司し　

○
木
谷
敏と

し

勝ま
さ

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
森
田
健
治　

○
綿
貫
祥
一

市
議
会
役
員
決
定

議
長
は
芝
地
邦
彦
さ
ん
、副
議
長
は
升
田
勝か

つ

義よ
し

さ
ん

議長
芝 地 邦 彦

副議長
升 田 勝 義

監査委員
福 田 嗣 久

▲ジオカヌーを楽しむツ
アー参加者

〔任期　平成26年
５月15日まで〕

広報とよおか　2012.11.25 10



　

11
月
4
日
か
ら
、
今
年
も
永
楽

館
歌
舞
伎
が
あ
り
ま
し
た
。
杮こ

け
ら

落

と
し
か
ら
5
年
連
続
、
片
岡
愛
之

助
さ
ん
が
座
頭
を
務
め
ら
れ
、
同

じ
く
5
年
連
続
で
中
村
壱か

ず

太た

郎ろ
う

さ

ん
も
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
実
録
忠
臣
蔵
」の「
大
石
妻
子

別
れ
の
場
」の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。

豊
岡
ゆ
か
り
の
場
面
で
す
。

　

放ほ
う

蕩と
う

の
内
蔵
助
に
愛
想
を
尽
か

し
、
三み

く
だ
り
は
ん

行
半
を
突
き
つ
け
ら
れ
て

失
意
の
う
ち
に
豊
岡
に
向
か
う
り

く
。
父
の
元
に
駆
け
戻
ろ
う
と
す

る
子
ど
も
た
ち
。
制
止
す
る
内
蔵

助
の
母
。
あ
だ
討
ち
の
本
心
を
せ

め
て
母
に
だ
け
、
祖
母
に
だ
け
は

伝
え
た
い
と
い
う
願
い
を
父
に
叱

責
さ
れ
、
激
し
く
悲
し
み
、
苦
し

む
長
男
の
主ち

か
ら税

。
そ
し
て
舞
台
中

央
で
無
言
の
内
蔵
助
。

　

心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
涙
が
出
ま

し
た
。
周
囲
の
観
客
も
涙
を
拭
き
、

鼻
を
ぐ
す
ぐ
す
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

歌
舞
伎
の
場
面
は
、
も
ち
ろ
ん

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
誇
張
で
し
ょ

う
が
、
あ
の
と
き
の
り
く
た
ち
の

現
実
を
つ
づ
め
る
と
ま
さ
に
そ
う

な
ん
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
な
が
ら

見
て
い
ま
し
た
。
特
に
私
た
ち
豊

岡
の
観
客
は
、
り
く
を
思
い
出
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

続
い
て
口こ

う

上じ
ょ
うで

す
。
愛
之
助
さ

ん
、
壱
太
郎
さ
ん
、
吉き

ち

弥や

さ
ん
、

薪し
ん

車し
ゃ

さ
ん
、
種
之
助
さ
ん
が
舞
台

か
ら
次
々
に
打
ち
解
け
た
口
上
を

述
べ
て
い
か
れ
ま
す
。
渦
巻
く
笑

い
。
最
後
に
も
う
一
度
愛
之
助
さ

ん
。
突
然
、「
え
ー
、
今
日
は
中

貝
市
長
さ
ん
の
お
誕
生
日
だ
そ
う

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
お
礼
に
、
口
上
で
は
あ

り
え
な
い
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
歌

を
歌
い
ま
す
」

　
「
え
え
!?
」

　
「
♪
ハッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ー
ト
ゥ
ー
ユ

ー
」舞
台
と
客
席
の
大
合
唱
で
す
。

　

な
ん
だ
か
も
う
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

に
な
っ
て
大
空
に
舞
い
上
が
る
よ

う
な
気
持
ち
で
し
た
。

　

最
後
に「
鯉
つ
か
み
」。
舞
台
に

池
が
あ
り
本
当
の
水
を
使
い
ま
す
。

近
く
の
観
客
は
雨
が
っ
ぱ
を
着
て

水
し
ぶ
き
を
避
け
ま
す
。水
の
中
で

の
鯉
と
の
格
闘
。
拍
手
喝
采
で
す
。

　

百
十
一
歳
に
な
る
永
楽
館
。
出

石
の
方
た
ち
に
守
っ
て
い
た
だ
き
、

復
活
し
ま
し
た
。
豊
岡
の
暮
ら
し

が
、
実
に
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

感
謝
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は
、機
内
誌
や
機
内

ビ
デ
オ
な
ど
で「
日
本
の
素
晴
ら

し
さ
」を
発
信
し
て
い
く
地
域
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「JA

P
A

N
 

PRO
JECT

」を
、地
元
自
治
体
と

の
協
業
に
よ
り
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

第
19
弾
の
11
月
は
、ゆ
か
た
の
似

合
う
ま
ち「
城
崎
温
泉
」や
但
馬
の

小
京
都「
出
石
」な
ど
、
魅
力
た
っ

ぷ
り
の「
兵
庫
・
但
馬
」が
国
内
外

に
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
24
日
に
は
、
城
崎
温
泉
で

Ｊ
Ａ
Ｌ
と
兵
庫
県
の
共
同
記
者
会

見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
内
容

○
機
内
誌｢s

ス
カ
イ
ワ
ー
ド

kyw
ard｣

１１
月
号
に

「
兵
庫
・
但
馬
」特
集
の
掲
載

○
国
内
線
機
内
ビ
デ
オ
で「『
但
馬

の
小
京
都　

出
石
』『
竹
田
城

跡
』」を
紹
介

○
国
内
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の

機
内
食
サ
ー
ビ
ス
で
兵
庫
の
食

を
提
供（
城
崎
温
泉「
西
村
屋
本

館
」総
料
理
長
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）

○
羽
田
空
港
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
内
線
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ラ
ウ
ン

　

11
月
4
日
、
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
の
第
1
回
抽
選
会
を
総
合
体
育

館
前
広
場
で
開
催
し
、
約
5
0
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
10
ポ
イ
ン

ト
で
1
回
抽
選
が
で
き
、
は
ず
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
場
に
は
、
29

事
業
所
か
ら
提
供
・
協
賛
い
た
だ

い
た
多
く
の
賞
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
賞
品
交
換
な
ど
は
、
日

ご
ろ
環
境
活
動
に
取
り
組
む
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
兵
庫
県
第

61
団
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
で
10
ポ
イ
ン
ト
を
得

た
中
貝
市
長
が
、「
玄
さ
ん
」の
顔

が
描
か
れ
た
大
き
な
ガ
ラ
ガ
ラ
抽

選
器
の
回
し
初
め
を
し
ま
し
た
。

　

黄
色
の
玉
を
出
し
て
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
を
当
て
た
太
田
克
彦

さ
ん
は「
う
れ
し
い
で
す
。コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
お
米
の
生
産
農
家
と
し

て
抽
選
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

〜
エ
コ
に
貢
献
し
て
、賞
品
を
獲
得
〜

市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
第
１
回
抽
選
会
を
開
催

〜
11
月
の
Ｊジ

ャ

ル
Ａ
Ｌ
は「
兵
庫
・
但
馬
」で
い
っ
ぱ
い
！
〜

Ｊ
Ａ
Ｌ
×
兵
庫
・
但
馬
の
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「J

ジ

ャ

パ

ン

APAN P

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

ROJECT

」を
実
施

頑
張
っ
て
米
を
作
っ
て
い
き
ま

す
」と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ジ
で
但
馬
の
名
産
品
の
試
飲
・

試
食

▲共同記者会見には、JAL、県、市関係者
が出席

▲抽選会には「玄さん」が駆け付け、参
加者を応援

い
よ
っ
！
永
楽
館
歌
舞
伎
！ 61
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平
家
落
人
伝
説
を
あ
る
く

平
家
落
人
伝
説
に

ま
つ
わ
る
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

を
訪
ね
て
…

城 崎城 崎

三
原
谷
の
川
の
風
ま
つ
り

自
然
↓
食
↓
そ
し
て
ア
ー
ト

竹 野竹 野

但
馬
高
校
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

大
き
く
育
て　

若
い
ア
ー
ト
の
芽

豊 岡豊 岡

▲国指定重要文化財である温泉寺の宝篋印塔（供養塔な
どに使われる仏塔の一種）の解説を聞く参加者ら

　

11
月
3
日
、
但
馬
高
校
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
豊
岡
高
等
学
校
や

日
高
高
等
学
校
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
流
サ
ロ
ン
に
は
書
道
や
絵
画
の
力
作
が
並
び
、

ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
で
は
音
楽
や
演
劇
を
披
露
。
日
高

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の「
は
ば
タ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
」の

演
奏
時
に
は
、「
は
ば
タ
ン
」が
客
席
を
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
演
劇
部
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

事
業「
い
わ
き
総
合
高
校
豊
岡
公
演
」の
ス
タ
ッ
フ
・

高
校
生
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
が
そ
れ
ぞ
れ
演
劇

を
上
演
す
る
と
、
会
場
は
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

司
会
の
甲こ

う

野の

彩あ
や

絵え

さ
ん（
豊
岡
総
合
高
校
2
年
）が

「
今
後
も
高
校
生
が
力
を
合
わ
せ
開
催
で
き
る
よ
う
、

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」と
結
び
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
、
城
崎
地
域
内
の
平
家
落
人
伝
説
に
ま

つ
わ
る
宝
篋
印
塔
な
ど
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト（
豊
岡
市

歴
史
文
化
遺
産
活
用
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
主

催
）が
行
わ
れ
、市
内
外
か
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

城
崎
総
合
支
所
を
出
発
し
た
参
加
者
は
、
桃
島
や

弁
天
山
、
極
楽
寺
、
温
泉
寺
な
ど
の
宝
篋
印
塔
を
順

次
見
学
。
そ
れ
ぞ
れ
の
形
の
違
い
や
、
塔
に
使
わ
れ

た
石
、
刻
ま
れ
た
文
字
･
図
柄
に
よ
り
作
ら
れ
た
年

代
や
地
域
が
分
か
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

前
泊
で
参
加
し
た
三
浦
佳
代
子
さ
ん（
相
生
市
）は

「
弁
天
山
の
塔
が
越え

っ

中ち
ゅ
う

次じ

郎ろ

兵べ

衛え

盛も
り

嗣つ
ぐ（

平 

盛
嗣
）の

供
養
塔
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
、

勉
強
に
な
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
と
28
日
の
2
日
間
、旧
大
森
小
学
校（
竹

野
町
桑
野
本
）で
、〝
自
然
と
食
と
ア
ー
ト
〞を
テ
ー

マ
に
三
原
谷
の
川
の
風
ま
つ
り（
同
実
行
委
員
会
主

催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
会
長
の
小
山　

一は
じ
め

さ
ん
は「
毎
年
、

近
隣
の
区
が
協
力
し
て
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

開
催
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
料
理
人
の
指
導
を
受
け
て
作
る
三
原

谷
御
膳
を
提
供
す
る「
学
校
レ
ス
ト
ラ
ン
」や「
学
校

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」、「
ふ
れ
あ
い
市
場
」な
ど
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
島
根
県
大
田
市
の
土つ

ち

江え

子
ど
も
神か

ぐ
ら楽

団
の

公
演
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
頑
張
る
姿
に
来
場
者

か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▲アートディレクターズは、高校の部活動予算会議
の様子を描いた「七人の部長」を熱演

▲演目｢大
おろ ち
蛇｣を披露する土江子ども神楽団の子どもたち
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赤
花
そ
ば
ま
つ
り

今
年
の
そ
ば
は
最
高
の
出
来
！

皆
さ
ん
食
べ
に
来
て
‼

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲走行する列車を、大人も童心に帰って見入る。走行中
に脱線することも…

　

10
月
27
日
と
28
日
の
2
日
間
、
Ｊ
Ｒ
江
原
駅
前
の

サ
ン
ロ
ー
ド
特
設
会
場
で
、
N
ゲ
ー
ジ
鉄
道
模
型
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
原
駅
周
辺
の
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
か
つ
て
の
江
原
駅
前
周
辺
の
ま
ち

並
み
が
、
写
真
な
ど
の
資
料
を
基
に
情ジ

景オ

模ラ

型マ

で
再

現
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
ら
は
、
持
参
し
た「
車
両
」を
走
行
さ
せ
た

り
、
運
転
操
作
を
体
験
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
石
澤
雄
一
郎
さ
ん
は「
N
ゲ
ー
ジ

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
く
の
来
場
者
に
大
い
に
楽

し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
と
も
定
着
さ
せ
、
継

続
さ
せ
た
い
」と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲新そばの香りに包まれながら、淡い青緑色に輝く十割
そばに舌鼓を打つ来場者ら

　

11
月
3
日
、
赤
花
そ
ば
の
郷（
但
東
町
赤
花
）で
、

赤
花
そ
ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
雨
は
上
が
り
、
時
折
晴
れ
間
も
の
ぞ

く
中
、
収
穫
し
た
て
の
新
そ
ば
を
味
わ
お
う
と
、
大

勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

広
場
で
は
、
よ
さ
こ
い
踊
り
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

景
品
付
き
餅
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
郷
に
は
オ
ー
ナ
ー
制
度
が
あ
り
、
神
戸
市
か
ら
訪

れ
た
オ
ー
ナ
ー
が
、
自
分
で
育
て
た
ソ
バ
を
収
穫
し

て
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
、
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
郷
生
産
組
合
長
の
本
田
重
美
さ
ん
は
、「
今
年
は

収
穫
量
も
多
く
最
高
の
出
来
。
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農
園　

秋
の
収
穫
祭

地
域
の
元
気
を
発
信
！

台
風
23
号
の
復
興
に
感
謝
を
込
め
て

出 石出 石
　

10
月
21
日
、
鳥
居
や
す
ら
ぎ
農
園
交
流
広
場
で
、

第
6
回
秋
の
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連

れ
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

同
農
園
は
、
貸
し
農
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た

が
、
平
成
16
年
10
月
、
台
風
23
号
の
影
響
で
、
1
メ

ー
ト
ル
以
上
浸
水
。
こ
の
祭
り
は
、
そ
の
復
興
に
協

力
し
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
復
興

し
た
区
民
の
元
気
の
発
信
や
収
穫
へ
の
感
謝
な
ど
を

込
め
て
、
平
成
19
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
バ
ン
ド
演
奏
や
餅
つ
き
、
収
穫
体
験

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
元
で
収
穫
さ
れ
た
お
米

や
ゴ
ボ
ウ
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
を
使
っ
た
炊
き
込
み
ご

飯
な
ど
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

▲サツマイモ掘り体験。「土」の中から出てくる大きなサ
ツマイモに、子どもたちはビックリ

Ｎ
ゲ
ー
ジ
鉄
道
模
型
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
但
馬

子
ど
も
の
目
の
輝
き
に
負
け
じ
と

大
人
も
つ
い
つ
い
熱
中
‼
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曽
祖
父
の
出
身
地「
出
石
」で
個
展
を
開
催
中
の
元
気
な

女
性
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｋけ

い

こ

Ｅ
ｉ
Ｋ
Ｏ
＊
萬ば

ん

桂け
い

さ
ん（
本
名
・
植
村
桂
子
）泉
町

宇
宙
、自
然
を
感
じ
な
が
ら
生
ま
れ
る
舞ま

い

書し
ょ

見
る
人
々
の
魂
を
揺
さ
ぶ
るライブで描いた｢昨日の月｣の前でKEiKO＊萬桂の世界展の様子

使
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ト
リ
エ
で
は
夜
、
月
や
波

を
感
じ
な
が
ら
、
書
き
た
い
衝
動

が
高
ま
る
ま
で
ひ
た
す
ら
待
ち
続

け
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感

じ
た
と
き
に
一
気
に
描
き
上
げ
る
。

ラ
イ
ブ
で
は
、
い
ろ
ん
な
出
会
い

の
中
で
特
別
な
場
所
、
特
別
な
瞬

間
に
感
じ
た
も
の
を
描
く
。
祈
り
、

自
分
を
追
い
込
み
、
爆
発
さ
せ
る
。

自
分
が
自
分
で
は
な
く
、
何
か
に

突
き
動
か
さ
れ
て
描
い
て
い
る
感

じ
。
そ
う
し
て
会
場
と
一
体
に
な

り
作
品
を
生
み
出
す
」と
作
品
作

り
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
に
は
、
ラ
イ
ブ

で
描
い
た「
昨
日
の
月
」の
ほ
か
、

因
州
和
紙
に
描
い
た「
誰た

そ
か
れ
」、

新
作
の
屏
風「
久く

遠お
ん

」な
ど
を
展
示
。

和
紙
に
描
い
た
作
品
は
、
ラ
イ
ト

で
照
ら
さ
れ
て
行
灯
の
よ
う
に
浮

か
び
上
が
り
、
幻
想
的
な
非
日
常

空
間
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
神
秘
の
世
界
に
足

を
踏
み
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

出石城跡・西の郭での舞書パフォーマンス

キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

活
動
し
ま
す
。
小
泉
今
日
子
な
ど

著
名
人
の
ド
レ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

雑
誌「
明
星
」な
ど
に
も
掲
載
さ
れ

話
題
に
。
平
成
14
年
に
は「
日
本

ア
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
」を
は
じ

め
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
パ
リ
で
個
展
を
開

催
し
、
こ
こ
で
初
め
て
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
こ
れ
が

今
の「
舞
書
」の
原
点
と
な
り
ま
す
。

　

曽
祖
父
は
、
但
馬
に
お
け
る
倦け

ん

鳥ち
ょ
う

派は

俳
句
の
始
祖
と
い
わ
れ
た
植

村
萬ば

ん

頃け
い（

1
8
7
3
〜
1
9
2
5
）。

作
家
名
の「
萬
桂
」は
、
そ
の
雅
号

を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

萬
桂
さ
ん
は「
初
め
て
曽
祖
父

の
俳
画
を
見
た
と
き
、
自
分
と
共

通
し
て
い
る
も
の
に
触
れ
た
感
覚

を
受
け
た
。
曽
祖
父
は
、
自
然
の

中
で
感
じ
た
も
の
を
俳
句
･
俳
画

に
し
て
お
り
、
私
の
中
に
も
そ
の

感
性
が
流
れ
て
い
る
と
感
じ
た
」

と
話
し
ま
す
。

自
然
か
ら
感
じ
た
も
の
を
表
現

　

萬
桂
さ
ん
の
作
品
は
、
墨
を
基

調
に
し
て
パ
ス
テ
ル
や
カ
ラ
ー
ス

プ
レ
ー
、
砂
な
ど
で
抽
象
表
現
し

た
も
の
で
、
最
近
で
は
金
屏
風
や

大
判
の
手て

漉す

き
和
紙
な
ど
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
墨
を
溶
く
水
に
は
、

山
奥
か
ら
湧
き
出
る
霊
水
な
ど
を

　

秋
の
夜
。
ピ
ン
と
張
り
詰
め
た

空
気
の
中
、
天
か
ら
魂
を
吹
き
込

ま
れ
た
か
の
よ
う
に
、
一
人
の
女

性
が
和
紙
の
上
を
舞
う
…
。

舞
書
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

豊
岡
市
出
身
で
、
鳥
取
県
岩
美

町
を
拠
点
に
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｋ
Ｏ
＊
萬
桂
さ
ん
の

企
画
展「
Ｋ
Ｅ
ｉ
Ｋ
Ｏ
＊
萬
桂
の

世
界
展〔
12
月
11
日（
火
）ま
で
〕」

を
、
伊
藤
清
永
美
術
館（
出
石
町

内
町
）で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
11
月
２
日
の

夜
、
出
石
城
跡
の
西
の
郭く

る
わ

、
か
が

り
火
が
照
ら
す
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、

萬
桂
さ
ん
は
特
大
の
因
州
和
紙
に

踊
る
よ
う
に
描
く「
舞
書
」と
呼
ぶ

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。

萬
桂
さ
ん
と
流
れ
る
音
楽
、
場
の

空
気
が
醸
し
出
す
独
特
の
世
界
に

来
場
者
は
息
を
の
み
ま
し
た
。

　

作
品『
昨
日
の
月
』を
仕
上
げ
た

萬
桂
さ
ん
は「
曽
祖
父
の
故
郷
の

出
石
で
舞
書
が
で
き
て
光
栄
。
皆

さ
ん
と
時
間
、
空
間
を
共
有
し
て

一
体
に
な
れ
た
」と
話
し
ま
す
。

曽
祖
父
の
感
性
を
受
け
継
ぐ
…

　

豊
岡
で
生
ま
れ
た
萬
桂
さ
ん
は
、

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
祖
父
母
や
母
か

ら
書
道
を
学
び
ま
し
た
。
高
校
卒

業
後
に
上
京
。
大
学
で
は
染
色
デ

ザ
イ
ン
を
専
攻
し
、
卒
業
後
は
テ

▲趣味はガーデニング

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
で
き
る
範
囲
で
、
楽
し
ん
で
…

　

谷
山
川
を
育
む
会（
出
石
）

　

出
石
市
街
地
の
中
心
を
流
れ
る

「
谷
山
川
」。
こ
の
川
に
は
、
絶
滅

危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
ミ

ズ
ア
オ
イ
」や
、「
ミ
ク
リ
」な
ど
の

希
少
植
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
「
谷
山
川
を
育
む
会
」は
、こ
の

美
し
い
川
の
維
持
管
理
と
、
利
活

用
を
目
的
に
平
成
19
年
5
月
発
足
。

現
在
、
約
20

人
で
活
動

し
て
い
ま

す
。
会
長
の

足
田
茂
樹
さ

ん（
出
石
町

東
條
）は「
こ

の
谷
山
川
を

『
ま
ち
の
顔
』

と
し
て
育
て

て
い
く
た
め
、

県
と
市
、
地

域
住
民
が
協
力
し
て『
谷
山
川
共

生
プ
ラ
ン
』を
策
定
。
育
む
会
で

は
、
平
成
23
年
の
プ
ラ
ン
完
成
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
進
め

て
き
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

谷
山
川
は
、
か
つ
て
現
在
の
3

倍
の
川
幅
が
あ
り
、
年
貢
米
輸
送

な
ど
川
舟
交
通
路
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
旧
船
着
き
場
周

辺
の
川
沿
い
約
3
0
0
メ
ー
ト
ル

は
、
県
が
親
水
公
園
と
し
て
整
備
。

道
路
か
ら
の
降
り
口
や
、
川
岸
の

散
策
路
、
両
岸
を
結
ぶ「
八
つ
橋
」

を
設
置
し
、
船
着
き
場
風
の
デ
ッ

キ
や
歴
史
を
説
明
す
る
イ
ラ
ス
ト

付
き
の
案
内
板
も
護
岸
に
は
め
込

み
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
の
親
水

公
園
を「
お
り
ゅ
う

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
公

園
」と
名
付
け
、
川

遊
び
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

育
む
会
で
は
、
会

員
外
に
も
声
を
掛
け

「
谷
山
川
ま
も
り
隊
」

を
結
成
し
、
毎
月
10

日
に
川
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
4

回「
谷
山
川
ニ
ュ
ー
ス
」を
発
行
し
、

取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

足
田
会
長
は「
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
自
由
に
親
し
め
る
川

に
し
た
い
。
ご
み
拾
い
を
し
て
い

る
姿
を
見
て
み
ん
な
の
意
識
が
高

ま
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲10月10日の清掃活動の様子

学
校
探
検
　 

⑦

ら
か
っ
た
で
す
が
、
本
番
で
息
の

合
っ
た
演
奏
が
で
き
て
う
れ
し
か

っ
た
」、
稲
垣
く
ん
は「
試
合
で
は

声
を
出
さ
な
い
と
1
本
取
っ
て
も

ら
え
な
い
の
で
、
普
段
の
練
習
か

ら
声
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
し

た
」と
話
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
4
人
に
日
高
東
中
学

校
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

特
徴
あ
る
取
組
み
と
し
て
、「
東

中
祭
」が
あ
り
ま
す
。「
東
中
祭
」に

は
、体
育
祭
と
文
化
祭
が
あ
り
、3

年
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
盛
り
上

げ
、行
事
を
と
お
し
て
ク
ラ
ス
、学

年
、
学
校
の
団
結
力
を
養
い
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」で
は
、

夏
休
み
に
福
祉
施
設
を
訪
問
し
、

草
取
り
な
ど
の
奉
仕
作
業
や
交
流

会
を
行
い
ま
す
。
交
流
会
で
は
、

吹
奏
楽
部
が
そ
の
日
の
た
め
に
練

習
し
て
き
た
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
う
と
う
れ
し
い
で

す
。

　

ま
た
、
地
域
の
一
人
暮
ら
し
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
手
書
き
の
招
待
状
を
送
り
、
体

育
祭
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
初
め
て
、
阪
神・淡
路
大

震
災
の
復
興
シ
ン
ボ
ル「
は
る
か
の

ひ
ま
わ
り
」

の
苗
を
学
校

で
育
て
、
37

の
区
で
植
付

け
を
し
ま
し

た
。
と
て
も

見
事
な
花
が

咲
き
ま
し
た
。

　
エコ
キ
ャッ
プ
運
動
で
は
、校
内
に

回
収
箱
を
設
置
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
し
、
集
め
た

も
の
を
関
係
団
体
に
送
り
、ワ
ク
チ

ン
購
入
に
役
立
て
て
も
ら
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、「
あ
い
さ
つ
運

動
」や「
1
分
前
着
席
」な
ど
に
取

り
組
み
、
習
慣
化
し
て
い
ま
す
。

　

日
高
東
中
学
校
は
、
行
事
ご
と

に
、
生
徒
会
だ
け
で
な
く
、
3
年

生
が
中
心
と
な
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
全
体
を
う
ま
く

ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
良

い
伝
統
を
後
輩
た
ち
に
も
受
け
継

い
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

中学校
編

日
高
東
中
学
校（
日
高
）

案
内
者　

稲い
な

垣が
き

誉た
か

大ひ
ろ

く
ん
・
松ま

つ

本も
と　

彗か
け
る

く

ん
・
中な

か

川が
わ　

咲さ
き

さ
ん（
３
年
３
組
）・
琴こ

と

川か
わ

さ
く
ら
さ
ん（
３
年
２
組
）・（
左
か
ら
）

　

日
高
東
中
学
校
の
在
校
生
は

3
5
4
人
で
、
生
徒
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に「T

ザ

H
E S

ス
カ
イ

K
Y
 I

イ
ズ

S T

ザ

H
E 

L

リ
ミ
ッ
ト

IM
IT

!

」（
可
能
性
は
無
限
だ
！
）

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

同
校
生
徒
会
長
の
松
本　

彗
く

ん
は
野
球
部
、
副
会
長
の
中
川　

咲
さ
ん
は
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
、
書
記
長
の

琴
川
さ
く
ら
さ

ん
は
吹
奏
楽
部
、

書
記
次
長
の
稲

垣
誉
大
く
ん
は

剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
聞
く
と
、
松

本
く
ん
は「
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
試
合
に
勝
っ
た
と
き
は
う
れ

し
か
っ
た
」、
中
川
さ
ん
は「
後
輩

た
ち
に
は
、
但
馬
大
会
で
上
位
に

入
り
、
県
大
会
に
出
場
し
て
ほ
し

い
」、
琴
川
さ
ん
は「
コ
ン
ク
ー
ル

に
向
け
て
、
同
じ
曲
の
練
習
は
つ

▲ヒマワリの苗を植える生徒
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障
害
者
週
間

　
「
障
害
者
週
間
」は
、
障
害
の
あ

る
方
の
福
祉
に
つ
い
て
、
国
民
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

障
害
の
あ
る
方
が
社
会
・
経
済
・

文
化
・
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。従
来
の
障
害
者
の
日（
12
月

9
日
）に
代
わ
り
、障
害
者
基
本
法

で
、
平
成
16
年
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
期
間
は
12
月
3
日
か
ら
9
日

ま
で
の
1
週
間
で
す
。
こ
の
期
間

を
中
心
に
国
・
地
方
公
共
団
体
・

関
係
団
体
な
ど
が
、
毎
年
さ
ま
ざ

ま
な
意
識
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
本
年
度
か
ら
障
害

者
週
間
に
ち
な
ん
だ
事
業
と
し
て
、

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
悩
み
相
談

会
」を
実
施
し
ま
す
。
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
ご
ろ
生
き

に
く
い
と
感
じ
て
い
る
方
や
そ
の

家
族
が
抱
え
る
心
配
事
や
悩
み
な

ど
、
内
容
に
応
じ
て
専
門
の
相
談

員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
詳
し
く

は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
も
に
生
き
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
に

　

国
の
障
害
者
施
策
の
基
本
的
方

　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
、
他
の

利
用
者
と
共

に
遊
ぶ
こ
と

の
で
き
る
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
通
信
機
能
の

あ
る
小
型
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
普
及

で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
無
線
Lラ
ン
A
N
で
、
ど
こ
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

相
談
事
例

○
テ
レ
ビ
で「
無
料
」と
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
を
し
て
い
る
ゲ
ー
ム
サ
イ

ト
に
、無
料
な
ら
と
思
い
、娘
の

た
め
に
自
身
の
携
帯
電
話
で
登

録
し
た
。
娘
は
お
金
が
必
要
だ

と
思
わ
ず
、一
つ
5
千
円
の
ア

イ
テ
ム
を
多
数
購
入
し
て
10
日

ほ
ど
遊
ん
だ
。
後
日
、
ア
イ
テ

ム
料
金
と
し
て
約
10
万
円
の
請

地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
…
⑧

毎
年
12
月
3
日
か
ら
9
日
は
障
害
者
週
間
で
す

向
を
定
め
る「
障
害
者
基
本
計
画
」

で
は
、
わ
が
国
が
目
指
す
べ
き
社

会
と
し
て
、
国
民
誰
も
が
相
互
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
支
え
合

う「
共
生
社
会
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、「
豊
岡
市
障
害
者
福

祉
計
画
」を
策
定
し
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
悠
然
と
舞
う
豊
か
な
自
然
環
境

の
中
で
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
全
て
の
方
が
地
域
活
動
に
参

加
し
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
、

支
え
合
い
な
が
ら
生
き
が
い
を
持

っ
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
計
画

内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
岡
市
政
出
前
講
座
で

は
、
障
害
や
障
害
の
あ
る
方
に
対

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
地
区
の
集
ま
り
や
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。「
と
も
に

生
き
る
社
会

づ
く
り
」へ

の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24ｰ

7
0
3
3

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
44

　
〜
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
落
と
し
穴
〜

す
。
こ
の
た
め
、
け
ん
か
か
ら
発

生
す
る
誹ひ

謗ぼ
う

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
う

や
、
悪
意
の
あ

る
人
へ
の
個
人
情
報
の
流
出
、
悪

質
サ
イ
ト
へ
の
誘
導
と
い
っ
た
危

険
が
あ
り
ま
す
。

○
課
金
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

　

子
ど
も
が
課
金
の
仕
組
み
を
よ

く
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

保
護
者
に
多
額
の
利
用
料
金
が
請

求
さ
れ
、
問
題
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
無
料
を
う
た
う
ゲ
ー
ム

で
も
、
有
料
ア
イ
テ
ム
な
ど
を
購

入
し
な
け
れ
ば
楽
し
め
な
い
仕
組

み
も
あ
り
、
全
て
を
無
料
で
利
用

で
き
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
携
帯
電
話
会
社
に
、
別
途
、

パ
ケ
ッ
ト
通
信
費
を
請
求
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

で
遊
ぶ
際
の
ル
ー
ル
を
、
事
前
に

よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と

き
は
、
豊
岡

市
く
ら
し
の

相
談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

求
書
が
届
い
た
。

○
小
学
生
の
息
子
に
、
家
族
間
で

の
メ
ー
ル
と
電
話
に
限
定
し
て

携
帯
電
話
を
使
用
さ
せ
て
い
た
。

息
子
は
テ
レ
ビ
で
無
料
と
い
う

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
て「
無
料

で
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
」と
思
い
、

勝
手
に
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
し
た
。
後
日
、
2
カ
月
合

わ
せ
て
約
9
万
円
と
い
う
高
額

な
パ
ケ
ッ
ト
通
信
費
の
請
求
書

が
届
い
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
利
用
の
注
意

　

子
ど
も
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

を
利
用
す
る
場
合
は
、
親
な
ど
保

護
者
が
利
用
規
約
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
が

ど
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い

る
か
、
保
護
者
が
し
っ
か
り
ゲ
ー

ム
内
容
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
次
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

○
第
三
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
は
、
チ
ャ

ッ
ト
、
掲
示
板
、
Sエス
Nエヌ
Sエス
な
ど
の

機
能
を
兼
ね
備
え
て
い
る
場
合
が

多
く
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
見
知
ら

ぬ
人
と
交
流
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1
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唯
斗
の
笑
顔
が
大
好
き
だ
よ
♡
こ

れ
か
ら
も
そ
の
笑
顔
を
い
っ
ぱ
い
見

せ
て
ね
。　　
　
　

（
父 

隆
広
・
母 

忍
、九
日
市
上
町
）

長谷唯
ゆい

斗
と

ちゃん
（平成23年9月5日生）

　

１
歳
の
ミ
サ
キ
で
〜
す
。お
め
で
と

う
！
い
つ
も
笑
顔
あ
り
が
と
う
ね
♡

（
父 

康
則
・
母 

亜
砂
子
、出
石
町
町
分
）

小坂美
み

咲
さき

ちゃん
（平成23年10月7日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

叙
勲

■
旭
日
単
光
章

▽
岸
田
直
正（
下
鶴
井
）

■
瑞
宝
小
綬
章

▽
宮
下
智と
し

允み
つ（
若
松
町
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
渡
邉
安
志（
九
日
市
中
町
）

褒
章

■
黄
綬
褒
章

▽
田
中　

定さ
だ
む（
出
石
町
弘
原
）

■
藍
綬
褒
章

▽
増
田　

薫（
庄
境
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■
瑞
宝
双
光
章

▽
秋あ
き

和わ

光
男（
立
石
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
大
谷
昭
美（
妙
楽
寺
）

更
正
保
護
事
業
功
労
者
表
彰

■
法
務
大
臣
表
彰

▽
芦
原
美
智
代（
大
磯
町
）

▽
上
田
篤と
く

一い
ち（
但
東
町
中
山
）

■
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

▽
嶋
崎
宏
之（
気
比
）

■
近
畿
地
方
更
正
保
護
委
員
会

委
員
長
表
彰

▽
吉
田
章
江（
城
南
町
）

■
近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

▽
坂
口
賢け
ん

倫り
ん（
日
高
町
上
郷
）

兵
庫
県
知
事
表
彰（
消
防
功
労
）

■
竿か
ん

頭と
う

綬じ
ゅ

▽
豊
岡
市
但
東
消
防
団

■
功
労
章

▽
中
村
正
義（
城
南
町
）

▽
細
田　

優ま
さ
る（
大
篠
岡
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
大
江
貴た
か

樹き（
瀬
戸
）

▽
岡
本
弘
幸（
日
高
町
万
場
）

▽
木
村
壽と
し

孝た
か（
城
崎
町
湯
島
）

▽
佐
藤
正
和（
日
高
町
水
口
）

▽
竹
内
工た
く
み己（
但
東
町
矢
根
）

▽
谷
口　

操（
香
住
）

▽
谷
原
範
昭（
出
石
町
川
原
）

▽
永
田
明
人（
竹
野
町
下
塚
）

▽
細
川　

晋す
す
む（
但
東
町
唐
川
）

▽
文も
ん

字じ

宣の
り

雄お（
日
高
町
佐
田
）

平
成
24
年
度
優
良
自
主
防
災
組
織

知
事
表
彰
（
個
人
の
部
）

▽
西
村
充
春（
下
陰
）

兵
庫
県
自
治
賞

■
自
治
功
労

▽
森
田　

進（
梶
原
）

■
女
性
・
消
費
生
活
功
労

▽
柏
原
春
美（
日
高
町
土
居
）

兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

▽
麻
山
雅
己（
竹
野
町
門
谷
）

▽
岩
井
平
四
郎（
竹
野
町
松
本
）

▽
岩
﨑　

勇（
庄
境
）

▽
岡
本
信
男（
下
鉢
山
）

▽
岡
森
和
清（
日
高
町
名
色
）

▽
奥
田
賢
治（
下
鶴
井
）

▽
小
田
根
厚
芳（
日
高
町
栗
栖
野
）

▽
笠
浪
輝
彦（
竹
野
町
羽
入
）

▽
久
保
田　

勇（
小
田
井
町
）

▽
鞍
留
真
司（
新
堂
）

▽
後
藤　

広（
日
高
町
殿
）

▽
小
西　

護（
但
東
町
奥
赤
）

▽
坂
本
昇
造（
桜
町
）

▽
崎　

芳
明（
山
本
）

▽
澤
田
孝
夫（
城
南
町
）

▽
田
口　

保（
但
東
町
小
坂
）

▽
千
原
武
敏（
但
東
町
西
谷
）

▽
坪
井
俊と
し

親ち
か（
出
石
町
森
井
）

▽
戸
田
寮
一（
上
佐
野
）

▽
仲
治
義
信（
竹
野
町
竹
野
）

▽
中
島　

健た
け
し（
日
高
町
太
田
）

▽
籏
谷
愼し
ん

二じ（
出
石
町
荒
木
）

▽
長
谷
川　

進（
但
東
町
東
里
）

▽
松
岡
稔と
し

彦ひ
こ（
但
東
町
河
本
）

▽
吉
谷　

保（
九
日
市
中
町
）

第
61
回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会

知
事
表
彰

■
社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労
者
表
彰

▽
池
際
一
彦（
江
本
）

▽
岡　

恵
子（
河
谷
）

▽
岡  

泰
司（
河
谷
）

▽
北
垣　

恵（
日
高
町
久
斗
）

▽
木
下
成し
げ

生き（
弥
栄
町
）

▽
黒
坂
由
美
子（
中
央
町
）

▽
坂
本
市い
ち

男お（
中
郷
）

▽
坂
本　

貢（
出
石
町
上
村
）

▽
田
口
典
子（
一
日
市
）

▽
篠
原
久
美
子（
出
石
町
長
砂
）

▽
中
山
光
広（
加
陽
）

▽
宮
垣
み
ど
り（
城
南
町
）

■
民
生
委
員
児
童
委
員功

労
者
表
彰

▽
足
立
益
美（
弥
栄
町
）

▽
井
地
弘
子（
但
東
町
高
龍
寺
）

▽
石
田
惠
美
子（
出
石
町
小
人
）

▽
上
原
和
喜
惠（
栄
町
）

▽
塩
濵
洋
一（
津
居
山
）

▽
杉
本
敬
子（
城
崎
町
飯
谷
）

▽
田
中
幸
男（
中
陰
）

▽
成
田
正
記（
森
津
）

▽
早
川
壽す

美み

榮え（
小
島
）

▽
前
田
嶺れ
い

子こ（
正
法
寺
）

▽
三
木
如な
お

子こ（
高
屋
）

▽
吉
岡
嘉よ
し

之ゆ
き（
出
石
町
福
住
）

■
障
害
者
福
祉
事
業
功
労
者

▽
岡
本　

昇（
竹
野
町
切
浜
）

農
業
共
済
功
労
者
表
彰

■
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合

連
合
会
長
表
彰

▽
山
﨑
恭き
ょ
う

史じ（
出
石
町
宮
内
）
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▲交通安全協会による交通事
故防止街頭キャンペーン
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期
　
間

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

12
月
1
日（
土
）〜
10
日（
月
）

　

年
末
は
、
慌
た
だ
し
く
、
忘
年

会
な
ど
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
冬
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
、
市
外
か
ら
の
観
光
客
が
増

え
、
交
通
量
が
増
加
し
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
、
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
す
る
方

・
高
齢
者
や
子
ど
も
を
見
掛
け
た

ら
、速
度
を
落
と
し
て
動
き
に
注

意
す
る
な
ど
、思
い
や
り
と
ゆ
と

り
の
あ
る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
で
は
減
速
、
徐
行
、
ま

た
は
一
時
停
止
し
て
安
全
確
認

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
左

右
の
安
全
を
き
ち
ん
と
確
認
し

て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
明

る
い
服
装
と
反
射
材
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

■
飲
酒
運
転
撲
滅
！

　
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

　

ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ

ー
と
は
、

「
自
動
車

で
飲
食
店

に
行
く
場

合
、
酒
を

飲
ま
ず
に

仲
間
な
ど
を
自
宅
へ
送
り
届
け
る

人
」を
い
い
ま
す
。
飲
酒
す
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
ハ
ン
ド
ル
キ

ー
パ
ー
を
決
め
、
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21

9
0
0
1

催
　
し

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
ク
リ
ス
マ
ス
製
作

日
12
月
5
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
城
崎

町
桃
島
）

対
乳
幼
児
と
保
護

者
内
ク
リ
ス
マ
ス
オ

ー
ナ
メ
ン
ト
作
り

問
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
32

4
6
6
6

■
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
お
た
の
し
み
会

　
「
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
」

日
12
月
21
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
日
高

町
祢に
ょ
う布
）

対
幼
児
、
小
学
生

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

内
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
製
作

な
ど

料
1
0
0
円（
リ
ー
ス
材
料
代
）

定
30
人

申
期
12
月
20
日（
木
）

申
問
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
42

4
6
1
0

い
の
ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
事
業「B

ビE A

ア
ラ
イ
ブ

LIVE!
i

イ
ン

n T

と

よ

お

か

OYOOKA

〜
い
ま
、豊
岡
で

生
き
て
い
る
！
〜
」第
2
弾

日
12
月
15
日（
土
）午
後
1
時
〜
4

時
所
日
高
文
化
体
育
館（
日
高
町
祢
布
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

①
短
編
映
画「
忘
れ
て
は
イ
ケ
ナ

イ
物
語
り
」

②
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
黒
田

征
太
郞
さ
ん

と
市
内
の
小

学
生
に
よ
る
〝
い
の
ち
へ
の
共

感
〞
を
テ
ー
マ
に
す
る「
ラ
イ

ブ
ペ
イ
ン
ト
」な
ど

問
政
策
調
整
課
☎
21

9
0
2
2

市
民
防
災
学
習
会

日【
第
1
回
】12
月
15
日（
土
）①
午
後

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順



広報とよおか　2012.11.2519

○
と
し
ょ
か
ん
映
画
会

日
12
月
15
日（
土
）午
後
1
時
〜
2

時
35
分

内「
さ
よ
な
ら
ア
ル
マ
〜
赤
紙
を

も
ら
っ
た
犬
〜
」

○
グ
リ
ム
童
話
誕
生
2
0
0
年「
グ
リ

ム　

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会
」

日
12
月
22
日（
土
）午
後
2
時
〜
4
時

対
中
学
生
以
上

内
グ
リ
ム
の
昔
話
で
構
成
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
フ
ル
ー

ト
四
重
奏
の
演
奏

定
50
人

申
期
12
月
21
日（
金
）

他
子
ど
も
向
け「
グ
リ
ム
の
お
は
な

し
会
」（
12
月
1
日
・
8
日
・
15

日
の
土
曜
日
午
後
3
時
〜
・
図

書
館
本
館　

1
階　

お
は
な
し

の
へ
や
）も
開
催

共
通
事
項

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

申
問
図
書
館
本
館

　

☎
23

6
1
5
1

■
図
書
館
城
崎
分
館

○
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
会

日
12
月
16
日（
日
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時（
予
定
）

所
図
書
館
城
崎
分
館　

お
は
な
し

の
へ
や（
城
崎
町
桃
島
）

対
主
に
小
学
生（
幼
稚
園
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

内
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ジ

ッ
ク
工
作
と
簡
単

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り

定
15
人

申
期
12
月
13
日（
木
）

申
問
図
書
館
城
崎
分
館

　

☎
21

9
0
7
2

■
図
書
館
竹
野
分
館

○
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会

日
12
月
24
日（
月
）午
後
1
時
30
分
〜

所
竹
野
地
区
公
民
館　

多
目
的
ホ

ー
ル（
竹
野
町
竹
野
）

内
人
形
劇
・
お
話
な
ど

問
図
書
館
竹
野
分
館

　

☎
21

9
0
7
8

■
図
書
館
日
高
分
館

○
お
た
の
し
み
会
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

日
12
月
21
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
日
高
総
合
支
所　

3
階

対
主
に
小
学
生（
幼
稚
園
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

内
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
製
作
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
演
奏
な
ど

料
1
0
0
円（
材
料

代
）

定
30
人

申
期
12
月
19
日（
水
）

申
問
図
書
館
日
高
分
館

　

☎
21

9
0
6
0

■
図
書
館
但
東
分
館

○
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

日
12
月
15
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

内
所

・
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア（
午
前

10
時
〜
・
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー
）

・
ア
ニ
メ
映
画
上
映
会「
お
じ
ゃ

る
丸
」「
ム
ー
ミ
ン
谷
の
彗
星
」

（
午
後
1
時
〜
・
但
東
子
育
て
セ

ン
タ
ー
）

・
切
り
紙
Aア
ー
ト
r
t（
午
後
1
時
〜
・

図
書
館
但
東
分
館
、中
学
生
以
上
）

問
図
書
館
但
東
分
館

　

☎
21

9
0
3
6

大
学
等
就
職
面
接
会

ふ
る
さ
と
但
馬
学
生
フ
ェ
ア

日
12
月
7
日（
金
）午
後
2
時
〜
4

時（
受
付
午
後
1
時
〜
）

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階　

多
目

的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

対
大
学
生
等

（
来
春
卒
業

予
定
者
）、既

卒
3
年
以
内

の
未
就
職
者

な
ど

内
面
接
相
談
会（
企
業
と
求
職
者

の
個
別
相
談
・
面
談
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡
職
業
相
談

第
二
部
門
☎
23

3
1
0
1

1
時
15
分
〜
2
時
45
分
、
②
午

後
3
時
〜
4
時
30
分

※
全
4
回

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

学
習
テ
ー
マ
気
象
と
土
砂
災
害
等

に
関
す
る
基
礎
知
識

講
師
①
神
戸
海
洋
気
象
台
業
務
課

水
害
対
策
気
象
官　

赤
松
光
夫

さ
ん
、
②（
財
）砂
防
・
地
す
べ

り
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
顧
問　

池
谷　

浩
さ
ん

定
3
0
0
人

他・【
第
2
回
】平
成
25
年
1
月
下
旬
、

【
第
3
回
】2
月
中
旬
、 【
第
4

回
】3
月
上
旬
に
開
催
予
定（
詳

細
は
、
次
号
の
市
広
報
紙
で
お

知
ら
せ
）

・
4
回
全
て
を
受
講
し
た
方
に
は
、

「
講
座
修
了
証
」を
交
付

・
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
防
災
課
☎
23

1
1
1
1

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
図
書
館
本
館

○
と
し
ょ
か
ん
講
演
会

日
12
月
9
日（
日
）午
後
2
時
〜

演
題
「
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を

と
り
ま
く
自
然
」

講
師
日
本
ハ
ン
ザ
キ
研
究
所
所
長

栃
本
武
良
さ
ん

申
期
12
月
8
日（
土
）

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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フ
ェ
ス
タ
は
ば
た
け
3サ

ー

ド
r
d

日
12
月
9
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
4
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手
町
）

内・
ア
ー
ト
展
、カ
フ
ェ
、
復
興
支

援
物
産
展（
交
流
サ
ロ
ン
）

・
お
茶
席
、
手
作
り
工
房
、
人
形

劇（
市
民
活
動
室
）

・
上
映
会「
ブ
タ
が
い
た
教
室
」

（
午
前
10
時
30
分
〜
・
午
後
1
時

30
分
〜
、
ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
）

料
上
映
会
の
み
大
人
千
円
、
小
・

中
学
生
5
0
0
円（
当
日
各
2 

0
0
円
増
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
、
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

各
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売

問
N
P
O
法
人
豊
岡
市
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
☎
24

3
6
6
0

み
え
保
育
園
園
内
見
学
会　

日
12
月
1
日（
土
）〜
19
日（
水
）午

前
10
時
〜
午
後
3
時

所
み
え
保
育
園（
鎌
田
）

内
保
育
や
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
自
由

に
見
学

問
社
会
福
祉
法
人
み

え
保
育
園

　

☎
24

0
4
6
2

決
算
説
明
会

日
12
月
6
日（
木
）午
後
2
時
〜
4

時
所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

6
階　

豊
岡

商
工
会
議
所
会
議
室（
大
磯
町
）

内
白
色
申
告
者
に
係
る
記
帳
義
務

拡
大
の
概
要
、
青
色
申
告
決
算

書
・
収
支
内
訳
書
の
作
成
方
法

な
ど
を
説
明

※
個
別
の
申
告
相
談
は
行
わ
な
い

持
筆
記
用
具
、
電
卓
等
計
算
用
具
、

使
い
慣
れ
た
眼
鏡

問
豊
岡
税
務
署
個
人
課
税
第
1
部

門
☎
22

2
1
4
4

募
　
集

「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
」

参
加
者
募
集

日
12
月
20
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー　

3
階　

調

理
室（
三
坂
町
）

対
3
歳
児
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と

保
護
者

内
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

料
千
円

定
10
組

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
い

タ
オ
ル

申
期
12
月
4
日（
火
）〜
12
日（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

☎
29

3
9
0
0

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」参
加
者
募
集

日
実
施
地
域

○
平
成
25
年
1
月
16
日（
水
）〜
22

日（
火
）・
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

○
2
月
1
日（
金
）〜
10
日（
日
）・

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

○
2
月
12
日（
火
）〜
21
日（
木
）・

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド

○
2
月
23
日（
土
）〜
3
月
2
日

（
土
）・
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

○
3
月
6
日（
水
）〜
13
日（
水
）・

フ
ィ
リ
ピ
ン

○
3
月
21
日（
木
）〜
29
日（
金
）・

中
国

対
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児

内
戦
没
者
の
遺
児
が
、
父
な
ど
の

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

参
加
費
9
万
円

他
各
定
員
・
申
込
期
限
な
ど
の
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
事
務

局
☎
03
3
2
6
1
5
5
2
1

教
室
・
講
習

苔こ
け

玉
作
り
講
習
会
・　
　
　

籠
編
み
＆
リ
ー
ス
作
り
教
室

■
苔
玉
作
り
講
習
会

日
12
月
8
日（
土
）午
後
4
時
30
分

〜
7
時

内
野
生
の
山
野
草
を
使
っ
て
苔
玉

を
作
る

料
1
8
0
0
円（
材
料
代
な
ど
）

定
40
人

申
期
12
月
6
日（
木
）

■
籠
編
み
＆
リ
ー
ス
作
り
教
室

日
12
月
15
日（
土
）午
後
4
時
30
分

〜
7
時

内
野
山
の
ア
ケ
ビ
な
ど
の
つ
る
を

利
用
し
て
籠
や
リ
ー
ス
を
作
る

料
1
8
0
0
円（
材
料
代
な
ど
）

※
籠
と
リ
ー
ス
の
両
方
を
作
る
場

合
は
1
5
0
0
円
増

定
30
人

持
タ
オ
ル
、剪せ
ん

定て
い

は
さ
み
、目
打
ち
、

大
き
め
の
ナ
イ
ロ
ン
袋
な
ど

申
期
定
員
に
達
す
る
ま
で

共
通
事
項

所
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗　

研
修
コ
ー

ナ
ー（
祥
雲
寺
）

講
師
山
野
草
愛
好
家　
安
井
福
夫
さ
ん

申
問
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗

　

☎
37

8
2
2
2
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相
　
談

事
業
承
継
個
別
相
談
会

日
12
月
14
日（
金
）・
15
日（
土
）午

前
9
時
〜
午
後
4
時

※
1
事
業
所
2
時
間
程
度（
1
日

4
組
）

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

6
階　

豊
岡

商
工
会
議
所
会
議
室（
大
磯
町
）

内
事
業
承
継
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
の
個

別
相
談
会

相
談
員
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
強
化
事
業
上
級
ア
ド
バ
イ

ザ
ー　

津
田
弘
一
さ
ん

申
方
会
社
名
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た

は
メ
ー
ル
で
連
絡

申
期
12
月
11
日（
火
）

申
問
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局（
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
Ｆ
22

3
8
7
2

　
メkeizai@

city.toyooka.lg.jp

え
え
か
ら
い
っ
ぺ
ん
相
談
し
て

み
ん
せ
え
な
ぁ

〜
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
悩
み
相
談
会
〜

日
12
月
14
日（
金
）午
後
1
時
〜
5

時
※
相
談
は
1
人
1
時
間
程
度

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

対
市
民
、
市
内
に
通
学
・
通
勤
し

て
い
る
方

内
引
き
こ
も
り
や
心
、
体
の
悩
み

事
な
ど
を
専
門
の
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
る

相
談
員
市
内
相
談
支
援
事
業
所
職

員
、
但
馬
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
市
各
担

当
課
職
員

定
30
組
程
度

※
事
前
申
込
み
必
要

申
問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

☎
24

7
0
3
3

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
12
月
15
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6

94

0
6
0
6

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
法
律
相
談
会

日
12
月
15
日（
土
）午
後
1
時
〜
4

時　

※
予
約
制

所
市
民
会
館　

4
階　

中
会
議
室

（
立
野
町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

試
　
験

平
成
24
年
度　
　
　
　
　
　

 

第
3
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
平
成
25
年
2
月
3
日（
日
）

所
県
立
但
馬
技
術
大
学
校（
九
日

市
上
町
）

試
験
の
種
類
甲
種
、
乙
種
全
類
、

丙
種

願
書
配
布
場
所
消
防
本
部
、
各
分

署
、
出
張
所
、
お
よ
び
駐
在
所

申
方

・
電
子
申
請
…
財
団
法
人
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
手
続
き

　

セ
ン
タ
ー
ホhttp://w

w
w
.

shoubo-shiken.or.jp

・
郵
送
…
簡
易
書
留
郵
便
な
ど
の

送
達
確
認
が
可
能
な
方
法
で
財

団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
兵
庫
県
支
部（
〒
6
5
0

0
0
1
1　

神
戸
市
中
央
区
下

山
手
通
5

12

7
協
和
ビ
ル

5
階
）へ
郵
送

申
期

・
電
子
申
請
…
12
月
8
日（
土
）〜

17
日（
月
）

・
郵
送
…
12
月
11
日（
火
）〜
20
日

（
木
）消
印
有
効

■
養
成
講
習
会

講
習
科
目
乙
種
第
4
類

日
平
成
25
年
1
月
16
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
5
時

所
市
民
会
館（
立
野
町
）

料
6
5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
4

千
円
別
途
必
要
）

問
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係　

☎
24

8
0
3
6

そ
の
他

「
豊
岡
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

2
0
1
3
年
度
版
」無
料
配
布

　

市
で
は
、
市
内
企
業
の
事
業
内

容
、
近
年
の
募
集
実
績
な
ど
を
掲

載
し
た「
豊
岡
市
企

業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

就
職
を
控
え
た
学

生
や
保
護
者
を
主
な
対
象
と
し
て
、

希
望
者
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

配
布
場
所
経
済
課
、
各
総
合
支
所
、

図
書
館
本
館

問
経
済
課
経
済
係

　

☎
21

9
0
0
8
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第
33
回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン

　
全
国
大
会
写
真
コ
ン
テ
ス
ト  

結
果
発
表

　

8
月
26
日
に
開
催
し
た
第
33
回

兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
を
対
象
に
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
の
審
査
会
を

行
い
、
応
募
総

数
2
5
1
点
の

中
か
ら
入
賞
作
品
28
点
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
来
年
8
月
ま
で
、

市
内
外
の
公
共
施
設
な
ど
で
巡
回

展
示
し
ま
す
。

■
上
位
入
賞
者（
敬
称
略
・
市
内
分
）

推
薦

・
古
川
五い
つ

夫お（
日
高
町
江
原
）

特
選

・
田
中　

貴た
か
し（
日
高
町
万
場
）

準
特
選

・
橋
本
佳
子（
千
代
田
町
）

・
松
岡　

博（
寿
町
）

・
上
田
昭
彦（
日
高
町
池
上
）

・
深
町
知
行（
塩
津
町
）

・
松
岡
煌こ
う

三ぞ
う（
妙
楽
寺
）

問
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国

大
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
内
）☎
21

9
0
2
3

特
定
不
妊
治
療
の
助
成

　

市
で
は
、体
外
受
精
お
よ
び
顕
微

授
精（
特
定
不
妊
治
療
）を
受
け
た

夫
婦
に
対
し
て
、

経
済
的
な
負
担

の
軽
減
を
図
る

た
め
、
治
療
費

の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

助
成
額
単
年
度
当
た
り
上
限
20
万  

円（
通
算
5
カ
年
度
を
上
限
）

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

問
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

転こ
ろ

ば
ん
隊
が
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷
の
理
学
療

法
士
ま
た
は
作
業
療
法
士
と
市
の

保
健
師
な
ど
が
会
場
に
出
向
き
、

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
お
話
や
体

操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
平
成
25
年
3
月
ま
で
の
平
日
午

前
10
時
〜
午
後
4
時
の
間
の
2

時
間
程
度

対
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
関

心
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体

実
施
例

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事

業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
ま
た
は

山
林
所
得
の
合
計
額
が
3
0
0
万

円
を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ
て

い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
は
、

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
、
平
成
26
年

1
月
か
ら
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生

ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方

（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い

方
を
含
む
）に
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度

や
記
帳
内
容
の
詳
細
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

・
国
税
庁
ホhttp://w

w
w
.nta.
go.jp

問
豊
岡
税
務
署
個
人
課
税
第
1
部

門
☎
22

2
1
4
4

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携
　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

月日 担当医師・
住所

12月

２日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

16日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

お詫びと訂正　11月10日号５ページの「環境経済認定事業が決定しました」の中の「№．28の企業名」が「ブーランジェリーモン」とあるのは「ブーランジュリーモン」の誤りでした。お詫びし訂正します。

申
方
健
康
増
進
課
に
あ
る
講
師
派

遣
依
頼
書
に
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
希
望
日
の
約
1
カ
月
前

他
都
合
に
よ
り
、
実
施
日
な
ど
は

　

希
望
に
添
え
な
い
場
合
あ
り

申
問
健
康
増
進
課

　
☎
24
1
1
2
7
Ｆ
24
9
6
0
5

平
成
26
年
1
月
か
ら

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

▲推薦作品「私は、まだまだ
元気です」

派遣職員 テーマ

理学療法士または
作業療法士

「転ばない体をつくろう」、「膝・腰に負担をか
けない暮らしの工夫」、「転倒を防ぐ生活の工
夫」、「住環境を見直そう」　など

保健師
「元気に冬を乗り切ろう～感染症予防のすす
め」、「歩キングのすすめ～毎週火曜日は歩キン
グデー」　など

栄養士 「骨粗しょう症の話」、「おいしく『適塩』」、「食
事バランスチェック」　など

歯科衛生士 「お口の手入れどうしていますか」、「お口の体
操１・２・３」、「飲み込みについて」　など

臨床心理士 「高齢者の認知症 どう関わる？」、「うつ～気付
いていますか？心のサイン」　など
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※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

が
始
ま
り
ま
し
た

　

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
破
傷
風
・
百
日
ぜ
き
）に
、

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
加
え

た「
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
」の
予
防

接
種
が
、
11
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

接
種

対
生
後
3
カ

月
か
ら
7

歳
6
カ
月

に
達
す
る

ま
で
に
、

三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン

お
よ
び
単
独
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
1
回
も

接
種
し
て
い
な
い
方

予
診
票
交
付
健
康
増
進
課
に
母
子

手
帳
を
持
参
の
上
、
交
付
手
続

き（
各
総
合
支
所
で
は
、保
健
師

駐
在
日
の
み
交
付
手
続
き
可
）

○
従
来
の
三
種
混
合
・
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
と
の
併
用

　

原
則
、
最
初
に
使
用
し
た
種
類

の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
の

入
荷
状
況
な

ど
の
理
由
で
、

最
初
に
使
用

し
た
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
が
完

了
で
き
な
い
場
合
は
、
四
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
可（
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
と
四
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
を
合
わ
せ
て
4
回
以
上

の
接
種
不
可
）

※
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追

加
接
種（
４
回
目
）が
開
始

問
健
康
増
進
課
☎
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1
2
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医療機関名 所在地 電話番号 医療機関名 所在地 電話番号

あかまつ小児科 九日市下町119 22－0700 尾松内科クリニック 日高町上石230－2 42－0885

江本内科クリニック 江本503 29－0333 北村内科 日高町日置29 42－3110

小林こどもクリニック 高屋987－3 29－3353 谷垣医院 日高町伊府660 44－0010

中治内科クリニック 京町5－43 24－1890 つるさこ耳鼻咽喉科日高町土居170－1 42－5800

中田医院 瀬戸77－20 28－2016 長谷川クリニック 日高町国分寺400－13 42－3955

風発達クリニック 戸牧1029－11 37－8001 神鍋診療所 日高町栗栖野60－34 45－0003

由利医院 大磯町9－53 22－2382 中沢医院 出石町本町66 52－5803

吉田クリニック 圡渕133－1 26－8188 平位医院 出石町福住383－7 52－0511

ろっぽう診療所 今森465－1 24－7007 和田内科クリニック 出石町町分131－3 53－2788

藤本医院 城崎町来日128－7 32－3181 合橋診療所 但東町出合76 54－0011

賀嶋医院 竹野町竹野2510 47－0005 高橋診療所 但東町久畑126 55－0036

資母診療所 但東町中山788 56－0303

協力医療機関一覧表（四種混合）

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

接種回数 計４回（初回接種３回と追加１回）

接種間隔
・初回接種（20～56日の間隔を
空けて３回）

・追加接種（初回接種終了後か
らおおむね１年空けて１回）

使用量 １回0.5ml
接種費用 無料

接種場所 協力医療機関（下表）での個別予防接種

接種方法 医療機関に予約後、母子手帳・予診票を持参し、接種



　グリム童話の代表的なお話の舞台やグリム兄弟にゆ
かりのある場所を、写真パネルで紹介します。
・期間：12月19日（水）～27日（木）※本館開館時間
・場所：図書館本館　２階　展示ホール
・内容：初版本やグリムの手紙、ドイツの風景写真等

のパネル展示
＜関連行事＞「グリム　大人のためのおはなし会」
・日時：12月22日（土）午後２時～４時
　ストーリーテリング、フルート四重奏の演奏を行い
ます。詳しくは、19ページをご覧ください。

－グリム童話誕生200年「グリム童話の世界」－

クリスマスの本
< 一 般 >

その夜、僕は奇跡を祈った
田口ランディ／著（大和出版）

　舞い込んだ仕事は、小さな病院の
演奏会だった。デュオを組んでいる
僕と室井は、ステージに立ったとき、
観客の様子に驚く。観客は、ベッド
に横たわる植物状態の患者たちだっ
た。三編のクリスマスストーリーを
収録した心温まる短編集。

< じ ど う >
クリスマス・キャロル
ディケンズ／作 
村山英太郎／訳（岩波書店）

　けちで頑固で嫌われ者のスクルー
ジの元に、イヴの夜、｢かこ｣ ｢げんざ
い｣「みらい」の幽霊が訪れる。クリス
マスにぴったりな、最も有名な作品。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

12月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所2階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

12月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名

1 土 10：30～ 但東 おはなしのもり　幼 児
15：00～ 本館 グリムのおはなし会　児

2 日
3 月
4 火 (休館日)
5 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳
6 木
7 金 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

8 土

10：10～ 本館 土曜としょかん（工作：クリスマスリース）　幼 児

10：30～
城崎 おはなしランド（工作：簡単クリスマスリース）　児

竹野 テーマであそぼ！「リンリンリン　ベルがなる♪」
（クリスマスの工作）　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児
15：00～ 本館 グリムのおはなし会　児

9 日 14：00～ 本館 としょかん講演会　般
10 月
11 火 (休館日)
12 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
13 木
14 金

15 土
10：00～ 但東 クリスマスお楽しみ会　幼 児 般
13：00～ 本館 としょかん映画会　般
15：00～ グリムのおはなし会　児

16 日 13：30～ 城崎 クリスマス工作会　児
14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

17 月
18 火 (休館日)
19 水 10：00～ 本館 グリム童話誕生200年｢グリム童話の世界｣（～27日）

10：30～ いっしょにおはなし会　幼
20 木 10：30～ 日高 絵本の時間（日高子育てセンター）　乳
21 金 13：30～ 日高 おたのしみ会わくわくランド　幼 児

22 土 10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 グリム　大人のためのおはなし会
23 日 (休館日)
24 月 13：30～ 竹野 クリスマスおたのしみ会（竹野地区公民館）　幼 児
25 火 (休館日)
26 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

27 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
出石 えほんのとびら　乳 幼

28 金 (休館日)
29 土 (休館日)
30 日 (休館日)
31 月 (休館日)
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12月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

おでかけ広場　於：竹野地区公民館
日　時 13日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

おでかけ広場　於：高橋地区公民館
日　時 14日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 シアター他、作ってあそぼう

おでかけ広場　於 : 城崎地区公民館

なかよし広場

そとあそび広場　※雨天中止
日　時 ３日（月）午後１時30分～、６日（木）午前10時15分～
場　所 しばっこ広場（アイティ７階）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外の遊び、道具での遊び、子育て相談＆子育て情報など

日　時 ８日（土）、22日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

絵本の読み聞かせと折り紙

おはなし広場

なかよし広場

クリスマスリース作り

子育て講演会

日　時 15日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 絵本・手遊び・親子遊びなど

日　時 19日（水）午前10時～11時30分
対　象 １歳くらいまでの乳児と保護者、妊婦
内　容 栄養士のはなし、子育て相談、交流など

日　時 12日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　約40組
内　容 ミニ音楽会：フルート＆ピアノ、ハンドベル、パネルシアターなど
参加費 子ども１人150円
申込開始 １日（土）

日　時 ５日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
申込期限 11月30日（金）
内　容 片ダンボール紙を使ってかわいいリースを作ります

日　時 12日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児を持つ保護者
内　容 テーマ；子育て大丈夫よ！
講　師 戸田和代さん

たまごボーロスペシャルたいむ

なかよし広場　於 : 豊岡市民プラザ　ほっとステージ

おやこっこ運動遊び

おやこっこ劇場

日　時 ５日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、助産師、子育て支援ボランティア

日　時 13日（木）午後１時30分～２時45分
対　象 １、２歳の幼児と保護者　　先着20組
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子
申込開始 ３日（月）

日　時 12日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 平成21年４月～平成22年３月生まれ児と保護者
内　容 作ってあそぼう｢牛乳パックボール｣
申込期限 ８日（土）

日　時 20日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 栄養士によるミニ講座、身体計測、育児発達相談

日　時 27日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙

日　時 15日（土）第１部　午前10時30分～11時30分
　　　　第２部　午後１時30分～２時30分

対　象 乳幼児と保護者（きょうだいの参加可）　　各120人
内　容 パネルシアター｢さんぽ｣など

ブラックパネルシアター｢はらぺこあおむし｣など
その他 整理券が必要〔12月３日（月）から配布〕

12月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
内　容 ①ほっとたいむ ３日（月）、27日（木）午前11時～

②おやこふれあいたいむ 20日（木）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

絵本の読み聞かせの会

おでかけ広場　於：国府地区公民館

クリスマス会

パパと遊ぼうデー

日　時 20日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 ３日（月）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び、クリスマスグッズを作ろう！

日　時 19日（水）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 お母さんに分かってほしい｢お父さんの心｣
申込開始 ７日（金）

日　時 21日（金）午後２時～３時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 リズム体操、バルーンアートなど

豊岡総合高校のお姉さんたちと遊ぶスペシャルデー

日　時 23日（日）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　　先着30組
内　容 クリスマス親子ふれあい遊び
講　師 生涯学習サポート兵庫　嘉仁さん
申込期限 21日（金）

わいわいコーラス
日　時 11日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

みんなで大掃除
日　時 25日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 みんなのセンターをきれいにしましょう（雑巾を持参）

X
クリ ス マ ス

mas だよ ! パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第15回　プラザ寄席「ふれ愛亭」

■平成24年度兵庫県地域づくり活動基
盤整備事業 プラザdeセミナー第７回
｢コミュニケーション力向上講座｣
　受講生募集
　NPO活動を社会に伝えるために必要なコミュニ
ケーション力･発信力を磨く方法を学びましょう。

■第９回ミュージックア・ラ・カルト
　出演者変更のお知らせ

　12月15日（土）に開催する第９回ミュージックア・
ラ・カルトの出演者が変更になりましたのでお知
らせします。
　マロニエガールズは出演しません。
　フリーサウンドオーケストラが出演します。

■とよおか･シネマオアシスvol.9
　『マジック･ツリーハウス』
　本の世界を旅する大冒険ファンタジー

■スターダスト･レビュー
　ライブツアー「Ｂ.Ｏ.Ｎ.Ｄ」
　精力的なライブパフォー
マンスで圧倒的な人気を博
すスターダスト･レビュー
の全国ライブツアー

■とよおか･シネマオアシスvol.10
　『奇跡』
　子どもたちの輝きと、家族の
温かさを描いた感動の物語

■森山良子コンサートツアー2012～2013
　～すべてが歌になっていった～
　「この広い野原いっぱい」など
を生み出した森山良子のステー
ジです。

　12月22日（土）
　　上映10：30（開場10：00）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円
　　　　　中学生以下500円
※３歳未満児は入場できません。
◇一時保育　12月14日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　３月16日（土）
　　開演17：30（開場17：00）
◇入場料　全席指定6,500円（当日券は500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　３月８日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売日
　友の会　12月15日（土）～　一般　12月22日（土）～

　１月20日（日）　
　　２回上映
　　１回目　上映10：30（開場10：00）
　　２回目　上映14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由  一般1,000円 中学生以下500円
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　１月11日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　12月8日（土）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入場料　全席指定5,500円
　　　　　（当日券は500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月30日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

■第97回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。

　12月23日（日）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　DASCHIKE
　　　　　（だしけえ）
◇内　容　金管楽器の演奏
◇曲　目　クリスマスメドレー　ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場としてご利用ください。

　１月12日（土）　開演14：00
　　　　　　　　  （開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語会、
　　　　　たんたん落語笑年団
◇入場料　全席自由　一般500円
　　　　　高校生以下300円
◇一時保育　12月28日（金）までに申し込みください。

◇日　時　12月15日（土）午後１時～２時30分
◇場　所　豊岡市民プラザ　
◇対　象　自団体の活動や思いを相手に伝えたい、コ

ミュニケーション力を高めたい方など
◇内　容　コミュニケーション力向上講座
◇定　員　20人程度
◇参加費　無料
◇申込方法　所定の応募用紙またははがきに氏名
（団体名）、電話番号を記入の上、持参、郵送、また
はファックスで申し込みください。

◇申込期限　定員に達するまで

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
ひぼこホール、図書館本館･但東分館、城崎･竹野･
日高地区公民館でも購入できます。
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平成24年11月1日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳+外国人登録総数）

12月の主な行事
DECEMBER

平成24年

15（土）パパと遊ぼうデー
（10：30～出石子育てセンター）

市民ふれあいの集い　パートⅡ
（13：00～市民会館）

いのちへの共感に満ちたまちづくり事業第
２弾（13：00～日高文化体育館）
第９回ミュージックア・ラ・カルト

（19：00～豊岡市民プラザ）
クリスマス・ジャズコンサート

（19：00～道の駅｢神鍋高原｣内）

16（日）
17（月）
18（火）
19（水）グリム童話誕生200年｢グリム童話の世界」

（図書館本館、～27日）

20（木）
21（金）たまごボーロスペシャルたいむ

（14：00～子育て総合センター）

22（土）とよおか・シネマオアシスvol.９「マジック・
ツリーハウス」（10：30～市民会館）

23（日）天皇誕生日
X
クリスマス

masだよ！パパと遊ぼうD
デ ー

AY！
（10：00～日高子育てセンター）

24（月）振替休日かにサンタのクリスマスイベント
（10：30～JR城崎温泉駅前）

25（火）消防団年末警戒（市内全域、～30日）

26（水）
27（木）絵本の読み聞かせと折り紙

（10：30～城崎子育てセンター）

28（金）
29（土）
30（日）
31（月）

ひ
と
り
ご
と

合　計 男　性 女　性 世帯数
87,534人（－29人） 41,955人（－19人） 45,579人（－10人） 32,606世帯（+17世帯）

1（土）仲田光成記念第12回豊岡全国かな書展
（総合体育館、～２日）

生誕100年　森田子龍展
（県立円山川公苑美術館、～９日）

K
け い こ

EiKO＊萬
ばんけい

桂の世界展
（伊藤清永美術館、～11日）

第58回企画展｢ちりめん細工の世界｣
（日本・モンゴル民族博物館、～18日）

第28回企画展｢袴
は か ざ

狭遺跡は但馬国府か!?｣
（但馬国府・国分寺館、～平成25年２月26日）
食と農を考える市民フォーラム

（９：30～じばさん但馬）
子どもの発達と生活リズム講演会

（10：30～豊岡市民プラザ）
年末警戒（市内全域、～31日）

2（日）
3（月）おでかけ広場（10：15～国府地区公民館）

4（火）クリスマス会
（10：00～竹野子育てセンター）

5（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）

6（木）
7（金）大学等就職面接会ふるさと但馬学生フェア

（14：00～じばさん但馬）

8（土）森山良子コンサートツアー2012～2013
（18：00～市民会館）

9（日）
10（月）
11（火）
12（水）
13（木）おでかけ広場（10：30～竹野地区公民館）

14（金）

▼
松
葉
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ニ
漁
が
解
禁
！
ご
祝
儀
相
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太田垣士郎（1894～1964）
城崎町出身　贈位四位・勲二等

　太田垣士郎は、明
治27年城崎町湯島で、
開業医の父・隆

りゅう

準
せつ

の
長男として生まれま
した。小さいころは手
の付けられないほど
のガキ大将でした。
　明治38年、「本をと

じる鋲
びょう

」を、偶然の出来事で喉の奥に詰
まらせ、手を尽くしましたが喉に引っ
掛かったままでした。その後は病弱に
なり、学校も欠席が続きました。
　明治41年に豊岡中学校に入学し、休
学していた明治44年の10月に、激し
く咳き込んだ拍子に鋲を吐き出し、次
第に元気を取り戻しましたが、一生血
たんが出るなど苦しみました。その後、
熊本第五高等学校、京都帝国大学に進
みました。
　大正９年に日本信託銀行に就職しま
したが、大正14年には、阪急鉄道に転
職し、阪急を築き上げた小林一

いち

三
ぞう

のも
とで、出札係・阪急百貨店員等、幅広
い仕事をこなしました。百貨店時代に、
京
きょう

都
と

東
とう

福
ふく

寺
じ

尾
お

関
ぜき

老
ろう

師
し

を知り、目先の利
益にとらわれず果敢に挑戦する生き方
を学びました。
　昭和18年に阪急と京阪が合併し、京
阪神急行電鉄となり、昭和21年に社
長に就任しました。敗戦で全てを失い、
最も困難な時期でしたが、日本が復興
するには、大衆輸送交通が不可欠とい
う使命感を持って捨て身で取り組みま
した。　

　昭和26年、日本発送電力（株）が全国９ブロックに分割
され、太田垣氏はその一つの関西電力（株）の初代取締役
社長に就任しました。当時の電力事情は、停電は日常茶
飯事であり、お客さんに安心して安定した電力を供給す
ることが一番の課題でした。太田垣氏は、積極的に電源
開発に取り組みました。社長に就任した年に丸山水力発
電所の建設に着手。当時の水力発電所の発電量１～２万
キロワットに対し、丸山発電所は12万５千キロワットと、
その規模の大きさが分かります。
　昭和31年に、激増する電力需要に
対応するため黒部川第4発電所（くろ
よん）の建設に着手しました。当時
500億円を超す巨費と延べ１千万人
の労働力を投じ、昭和35年に世紀の
大事業といわれた黒部ダムが、昭和
38年には発電所が完成しました。発電量は25万キロワッ
トで日本最大級でした。この工事は自然環境を守るため、
トンネル工事を主体とするもので、多くの困難がありま
したが、それを次々と乗り越えました。中でも大町トン
ネルの大破砕帯（岩盤が粉々に壊れた地層）の突破は、そ
の最たるものでした。くろよんの完成により電力の安定
供給が確保されました。
　そのほか、昭和31年に関西経済連合会会長、昭和36年
に電気事業連合会会長、昭和37年に日本体育協会財務委
員長（東京オリンピック資金調達責任者）、昭和38年に総
理の諮

し

問機関近畿圏整備審議会会長を歴任しました。
　故郷城崎温泉の発展を願い、温泉街、円山川、日本海
が一望できる場所にロープウェイ建設を発案し、関西電
力（株）、関電産業（株）、阪急電鉄（株）、
城崎町、地元有志により昭和38年に城
崎温泉ロープウェイが完成しました。
　平成14年に、ロープウェイのゴン
ドラが新調されるのを機に地元住民に
よって「太田垣士郎資料館」が整備され
ました。ロープウェイ乗り場の横にあ
る資料館前には、太田垣氏の銅像が建てられています。資
料館内には太田垣氏が書き残した書物や写真などが展示
してあります。昭和39年に70歳で逝去し、城崎町湯島に
ある墓に眠っています。

「黒部の太陽」
　1968年に公開された映画で、世紀の難工事と言われた黒部川第４発電所ダム（富山県立山町）建設の
苦闘、特にトンネル工事を描いたものです（2009年にはドラマ化されました）。この工事を指揮したの
が太田垣士郎です。

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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怒らず・焦らず・恐れず　昭和の実業家　太
お お

田
た

垣
が き

士
し

郎
ろ う

▲黒部ダム建設中の太
田垣氏（中央）

▲太田垣士郎資料館


